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「道路構造令の解説と運用」の改訂について「道路構造令の解説と運用」の改訂について

－　平成－　平成1515年度　地区講習会資料　－年度　地区講習会資料　－

平成１６年３月平成１６年３月

改訂の概要改訂の概要

『道路構造令の解説と運用』の概要『道路構造令の解説と運用』の概要

○道路構造の合理的な計画および設計に資するため○道路構造の合理的な計画および設計に資するため
　に、道路構造令および道路構造令施行規則に規定　に、道路構造令および道路構造令施行規則に規定
　する内容を解説・補完することにより、その趣旨　する内容を解説・補完することにより、その趣旨
　の正確な理解および適正な運用を図ることを目的　の正確な理解および適正な運用を図ることを目的
　とする。　とする。

○昭和○昭和4545年に初版が発行され、昭和年に初版が発行され、昭和5858年に改訂され年に改訂され
　たものを、今回　たものを、今回2121年ぶりに全面改訂した。年ぶりに全面改訂した。

昭和昭和5858年以降の道路構造に関する動き年以降の道路構造に関する動き

　１．道路の審議会の答申　１．道路の審議会の答申

　２．道路構造令の改正　２．道路構造令の改正

　３．道路構造に係わる技術基準等の制定、改正　３．道路構造に係わる技術基準等の制定、改正

１．道路の審議会の答申１．道路の審議会の答申

○○道路構造に関する道路審議会答申（平成道路構造に関する道路審議会答申（平成66年）年）

　「モビリティ重視」から　「モビリティ重視」から「総合的なユーティリティ「総合的なユーティリティ
　　重視」重視」の道づくりへ、「画一的な道づくり」からの道づくりへ、「画一的な道づくり」から
　　｢個性ある道づくり」｢個性ある道づくり」へ、へ、「地域が自由に発想で「地域が自由に発想で
　　きる道づくり」きる道づくり」など、など、2121世紀に向けた道路計画・世紀に向けた道路計画・
　構造のあり方を提言　構造のあり方を提言

昭和昭和5858年以降の道路構造に関する動き年以降の道路構造に関する動き

○○社会資本整備審議会道路分科会答申（平成社会資本整備審議会道路分科会答申（平成1414年）年）

　道路の整備効果の早期発現・整備コストの縮減等　道路の整備効果の早期発現・整備コストの縮減等
　を図るため、地域の実状に応じた最適な構造とす　を図るため、地域の実状に応じた最適な構造とす
　るなど地域に応じた　るなど地域に応じたローカルルールの採用ローカルルールの採用の推進の推進
　などを提言　　などを提言　
　・高規格幹線道路における追越区間付き　・高規格幹線道路における追越区間付き22車線構車線構
　　造　　造
　・地域高規格における現道の活用　・地域高規格における現道の活用
　・　・1.51.5車線的道路整備　　　　　　　　　　　など車線的道路整備　　　　　　　　　　　など

昭和昭和5858年以降の道路構造に関する動き年以降の道路構造に関する動き
１．道路の審議会の答申１．道路の審議会の答申
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２．道路構造令の改正２．道路構造令の改正

○○平成平成55年年 　・歩道などの最小幅員の拡大　・歩道などの最小幅員の拡大
　　　　　　・歩行者滞留スペースの確保　　　　　　・歩行者滞留スペースの確保
　　　　　　・車両の大型化への対応　　　　　　・車両の大型化への対応

○平成○平成1313年　・歩行者、自転車の通行空間の確保年　・歩行者、自転車の通行空間の確保
　　　　　　・路面電車の通行空間の確保　　　　　　・路面電車の通行空間の確保
　　　　　　・「緑」空間の増大　　　　　　・「緑」空間の増大
　　　　　　・舗装の構造基準の性能規定化　　　　　　・舗装の構造基準の性能規定化

○平成○平成1515年　・高規格幹線道路における追越区間付年　・高規格幹線道路における追越区間付
　　　　　　　き　　　　　　　き22車線構造の導入車線構造の導入
　　　　　　・乗用車専用道路（小型道路）の導入　　　　　　・乗用車専用道路（小型道路）の導入
　　　　　　・中央帯幅員の特例値の縮小　　　　　　・中央帯幅員の特例値の縮小

昭和昭和5858年以降の道路構造に関する動き年以降の道路構造に関する動き

３．道路構造に係わる技術基準等の制定、改正３．道路構造に係わる技術基準等の制定、改正

昭和昭和5858年以降の道路構造に関する動き年以降の道路構造に関する動き

①バリアフリーへの対応（交通バリアフリー法①バリアフリーへの対応（交通バリアフリー法 H12H12））
　・　・バリアフリーに関する配慮事項バリアフリーに関する配慮事項

②線形設計の原則と組合せ②線形設計の原則と組合せ
　・組合せの基本則や避けるべき組合せ、安全性の　・組合せの基本則や避けるべき組合せ、安全性の
　　観点から重要となる組合せ　　観点から重要となる組合せ

③平面交差点の幾何構造と交通安全③平面交差点の幾何構造と交通安全
　・交通安全確保のための配慮事項等　・交通安全確保のための配慮事項等

④簡易型のインターチェンジ④簡易型のインターチェンジ
　・集約ダイヤモンド型や平面Ｙ型のインターチェ　・集約ダイヤモンド型や平面Ｙ型のインターチェ
　　ンジ　　ンジ

　・　・ETCETC技術を活用したインターチェンジ（スマー技術を活用したインターチェンジ（スマー
　　トインターチェンジ）　　トインターチェンジ）

⑤分合流部の車線バランス⑤分合流部の車線バランス
　・安全かつ円滑な交通流を確保するために必要な　・安全かつ円滑な交通流を確保するために必要な
　　車線数　　車線数

⑥防護柵（防護柵設置基準⑥防護柵（防護柵設置基準 H10H10））
　・　・性能規定化への変更、景観への配慮性能規定化への変更、景観への配慮

主な改訂内容主な改訂内容
３．道路構造に関わる技術基準等の制定、改正３．道路構造に関わる技術基準等の制定、改正

⑦料金所（料金徴収施設設置基準⑦料金所（料金徴収施設設置基準 H11H11））
　・　・ETCETCの実用化の実用化

⑧電線共同溝（電線共同溝法⑧電線共同溝（電線共同溝法 H7H7））
　・　・電線共同溝の位置、構造、配慮事項等電線共同溝の位置、構造、配慮事項等

主な改訂内容主な改訂内容
３．道路構造に関わる技術基準等の制定、改正３．道路構造に関わる技術基準等の制定、改正

改訂版の章構成（１／２）改訂版の章構成（１／２）

ⅠⅠ　総則　総則
　１　本書の目的　１　本書の目的
　２　道路構造令の趣旨　２　道路構造令の趣旨
　３　用語の定義　３　用語の定義

ⅡⅡ　道路の計画・設計の考え方　道路の計画・設計の考え方
　　第第11章　概説章　概説
　　第第22章　道路の機能を確保する道路構造章　道路の機能を確保する道路構造
　　第第33章　地域の状況に応じた道路構造章　地域の状況に応じた道路構造
　　第第44章　道路の計画・設計にあたっての配慮事項章　道路の計画・設計にあたっての配慮事項

Ⅲ　道路の構造Ⅲ　道路の構造

改訂版の章構成（２改訂版の章構成（２ ／／ ２）２）

ⅢⅢ　道路の構造　道路の構造
　第１章　道路の区分と設計速度，　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両設計車両
　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　第３章　線形および視距　第３章　線形および視距
　第４章　平面交差　第４章　平面交差
　第５章　立体交差　第５章　立体交差
　第６章　鉄道等との交差　第６章　鉄道等との交差
　第７章　自転車専用道路等　第７章　自転車専用道路等,,歩行者専用道路および歩行者専用道路および
　　　　　　　　　　歩車共存道路等歩車共存道路等
　第８章　土工，舗装および道路構造物　第８章　土工，舗装および道路構造物
　第９章　道路の附属施設　第９章　道路の附属施設
　第　第1010章　雑則章　雑則
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主な改訂項目主な改訂項目

主な改訂項目主な改訂項目

○以下の用語を追加○以下の用語を追加
「付加追越車線」「軌道敷」「付加追越車線」「軌道敷」
「高規格幹線道路」「高規格幹線道路」
「地域高規格道路」「地域高規格道路」
「普通道路」「小型道路」「普通道路」「小型道路」
「歩車共存道路」「歩車共存道路」
「コミュニティ道路」「コミュニティ道路」
「ゆずり車線」｢側道｣「ゆずり車線」｢側道｣

11--33　用語の　用語の
定義定義

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅠⅠ 総則総則

主な改訂項目主な改訂項目

○道路構造に関する基本的考え方を○道路構造に関する基本的考え方を
　追加　追加
・多様な機能の重視・多様な機能の重視
・・地域に応じた基準の弾力的な運用地域に応じた基準の弾力的な運用

○道路の機能を確保するための道路○道路の機能を確保するための道路
　構造の考え方を追加　構造の考え方を追加
・自動車の交通機能と道路構造・自動車の交通機能と道路構造
・歩行者・自転車の交通機能と道路・歩行者・自転車の交通機能と道路
　構造　構造
・空間機能と道路構造・空間機能と道路構造

第第11章　概説章　概説

第第22章　道路章　道路
の機能を確保の機能を確保
するための道するための道
路構造路構造

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅡⅡ 道路の計画・設計の考え方道路の計画・設計の考え方 主な改訂項目主な改訂項目

○地域の状況に応じた道路構造を追○地域の状況に応じた道路構造を追
　加　加
・地域の状況に応じた高速道路等・地域の状況に応じた高速道路等
・都市における道路・都市における道路
・山地部等における道路・山地部等における道路
・観光地・自然豊かな地域における・観光地・自然豊かな地域における
　道路　道路
・積雪寒冷地における道路・積雪寒冷地における道路

第第33章　地域章　地域
の状況に応じの状況に応じ
た道路構造た道路構造

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅡⅡ 道路の計画・設計の考え方道路の計画・設計の考え方

主な改訂項目主な改訂項目

○道路の計画・設計にあたっての配○道路の計画・設計にあたっての配
　慮事項を追加　慮事項を追加
・将来の状況変化への対応、良好な・将来の状況変化への対応、良好な
　景観形成、維持管理への対応、都　景観形成、維持管理への対応、都
　市計画道路における留意事項　市計画道路における留意事項

第第44章　道路章　道路
の計画・設計の計画・設計
にあたってのにあたっての
配慮事項　配慮事項　

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅡⅡ 道路の計画・設計の考え方道路の計画・設計の考え方 ⅢⅢ道路の構造道路の構造
第第11章　道路章　道路の区分と設計速度，設計車両の区分と設計速度，設計車両

○「級別の異なる設計区間の接続○「級別の異なる設計区間の接続」」
　に　に1.51.5車線的道路の考え方を追加車線的道路の考え方を追加

11--4 4 設計区間設計区間

○道路交通特性の○道路交通特性のデータ更新データ更新、、ピーピー
　ク率　ク率､重方向率を､重方向率を追加追加

11--2 2 計画計画交通交通
量と設計時間量と設計時間
交通量交通量

○「道路の区分」の適用の考え方○「道路の区分」の適用の考え方をを
　　追加追加
○道路の弾力的な運用に関する○道路の弾力的な運用に関する考え考え
　　方を方を追加追加
○「普通道路、小型道路の区分」○「普通道路、小型道路の区分」をを
　　追加追加

11--1 1 道路道路の区の区
分分

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

主な改訂項目主な改訂項目
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○地域高規格道路における○地域高規格道路におけるアクセスアクセス
　コントロールの　コントロールの考え方を追加考え方を追加
○小型道路の出入制限を追加○小型道路の出入制限を追加

11--5 5 出入制限出入制限

○各種諸元等（長さ，高さ，車両重○各種諸元等（長さ，高さ，車両重
　量・軸重・輪荷重）の更新　量・軸重・輪荷重）の更新
○小型道路の設計車両を追加○小型道路の設計車両を追加
○車いす，杖使用者，シニアカーの○車いす，杖使用者，シニアカーの
　占有幅等の追加　占有幅等の追加

11--6 6 設計車両設計車両

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

主な改訂項目主な改訂項目

○道路の機能を考慮した横断面構成○道路の機能を考慮した横断面構成
　の幅員決定の考え方を追加　の幅員決定の考え方を追加
○横断面構成要素と道路の機能の関○横断面構成要素と道路の機能の関
　係を追加　係を追加

22--1 1 総則総則

○季節や時間等による交通量の変動○季節や時間等による交通量の変動
　が激しい場合の　が激しい場合の車線数の車線数の検証を検証を追追
　加　加
○小型道路の車線幅員を追加○小型道路の車線幅員を追加

22--2 2 車道およ車道およ
び車線び車線

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅢⅢ道路の構造道路の構造
第第22章　横断面章　横断面の構成の構成

主な改訂項目主な改訂項目

○空間機能に関する記述を追加○空間機能に関する記述を追加
○中央帯設置と幅員に関する記述を○中央帯設置と幅員に関する記述を
　変更　変更
○中央帯開口○中央帯開口部に部に関する記述を追加関する記述を追加

22--3 3 中央帯中央帯

○付加追越車線に関する記述を追加○付加追越車線に関する記述を追加
○ゆずり車線に関する記述を追加○ゆずり車線に関する記述を追加

22--4 4 付加追越付加追越
車線車線

○分離片側１車線の第１種の道路、○分離片側１車線の第１種の道路、
　小型道路に関する記述を追加　小型道路に関する記述を追加
○路肩の歩行者や自転車の通行空間○路肩の歩行者や自転車の通行空間
　としての機能に関する記述を追加　としての機能に関する記述を追加

22--5 5 路肩路肩

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所
主な改訂項目主な改訂項目

○歩道等の機能、空間確保の考え方○歩道等の機能、空間確保の考え方
　を追加　を追加
○歩道等の設置や幅員決定の考え方○歩道等の設置や幅員決定の考え方
　を追加　を追加
○弾力的な運用例を追加○弾力的な運用例を追加
○歩道等のバリアフリー対応に関す○歩道等のバリアフリー対応に関す
　　るる記述を追加記述を追加
○滞留の用に供する施設や空間、設○滞留の用に供する施設や空間、設
　置の考え方を追加　置の考え方を追加

22--7 7 自転車道、自転車道、
自転車歩行者自転車歩行者
道および歩道道および歩道

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

主な改訂項目主な改訂項目

○中央帯、歩道幅員、二次堆雪幅を○中央帯、歩道幅員、二次堆雪幅を
　修正　修正

22--8 8 積雪地域積雪地域
に存する道路に存する道路
の中央帯等のの中央帯等の
幅員幅員

○植樹帯の機能に関する記述を修正○植樹帯の機能に関する記述を修正
○第４種第２級の道路への原則○第４種第２級の道路への原則的設的設
　置　置規定を追加規定を追加
○空間機能に関する記述を追加○空間機能に関する記述を追加

22--9 9 植樹帯植樹帯

○空間機能に関する記述を追加○空間機能に関する記述を追加22--10 10 副道副道

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所
主な改訂項目主な改訂項目

○標準幅員を削除○標準幅員を削除標準幅員標準幅員

○軌道敷の構成、設置の考え方、幅○軌道敷の構成、設置の考え方、幅
　員等を追加　員等を追加
○路面電車停留場の構造を追加○路面電車停留場の構造を追加

22--12 12 軌道敷及軌道敷及
び路面電車停び路面電車停
留場留場

○小型道路の建築限界の考え方を追○小型道路の建築限界の考え方を追
　加　加

22--13 13 建築限界建築限界

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所
主な改訂項目主な改訂項目
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○平面線形及び縦断線形の設計に関○平面線形及び縦断線形の設計に関
　する留意点を追加　する留意点を追加
○平面線形と縦断線形の組合せの留○平面線形と縦断線形の組合せの留
　意事項とそれに関する事故率図等　意事項とそれに関する事故率図等
　を追加　を追加

33--1 1 概説概説

○曲線半径別の事故率図とそれに関○曲線半径別の事故率図とそれに関
　する留意点を追加　する留意点を追加

33--3 3 曲線半径曲線半径

○小型道路における曲線部の拡幅量○小型道路における曲線部の拡幅量
　を追加　を追加

33--6 6 曲線部の曲線部の
拡幅拡幅

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅢⅢ道路の構造道路の構造
第第33章　線形および視距章　線形および視距

主な改訂項目主な改訂項目

○小型道路の縦断勾配を追加○小型道路の縦断勾配を追加33--10 10 縦断勾配縦断勾配

○サグ部の縦断曲線半径に関する留○サグ部の縦断曲線半径に関する留
　意点を追加　意点を追加

33--12 12 縦断曲線縦断曲線

○横断勾配の縮小等に関する記述を○横断勾配の縮小等に関する記述を
　追加　追加
○バリアフリーに対応した歩道の勾○バリアフリーに対応した歩道の勾
　配に関する記述を追加　配に関する記述を追加

33--13 13 横断勾配横断勾配

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所
主な改訂項目主な改訂項目

○交差点における交通安全確保の○交差点における交通安全確保のたた
　　めのめの構造に関する記述を追加構造に関する記述を追加

44--1 1 概説概説

○交差点内の見通しに関する記述を○交差点内の見通しに関する記述を
　追加　追加
○曲線部の平面交差における○曲線部の平面交差における留意点留意点
　を　を追加追加

44--3 3 平面交差平面交差
点付近の点付近の 線形線形

○交差点付近における横断構成の留○交差点付近における横断構成の留
　意点を追加　意点を追加
○小型道路の車線幅員を追加○小型道路の車線幅員を追加
○右折車線長に関する記述を変更○右折車線長に関する記述を変更

44--4 4 平面交差平面交差
点付近の横断点付近の横断
構成構成

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅢⅢ道路の構造道路の構造
第第44章　平面章　平面交差交差

主な改訂項目主な改訂項目

○小型道路の導流路幅員を追加○小型道路の導流路幅員を追加
○交差点の通行方法に関する記述○交差点の通行方法に関する記述をを
　変更　変更
○交差点のたまり空間確保に関する○交差点のたまり空間確保に関する
　記述を追加　記述を追加

44--5 5 導流路、導流路、
交通島および交通島および
隅切り等隅切り等

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

主な改訂項目主な改訂項目

○小型道路の交差方式に関する記述○小型道路の交差方式に関する記述
　を追加　を追加
○普通道路と小型道路との分合流部○普通道路と小型道路との分合流部
　に関する記述を追加　に関する記述を追加

55--2 2 立体交差立体交差
の計画基準の計画基準

○短い間隔での○短い間隔でのICIC設置に関する解説設置に関する解説
　を追加　を追加
○○ICIC形式選定の考え方を追加形式選定の考え方を追加
○簡易な○簡易なICICややスマートスマートICICに関する記に関する記
　述を追加　述を追加
○分合流部の車線数バランスに関す○分合流部の車線数バランスに関す
　る記述を追加　る記述を追加

55--4 4 インターインター
チェンジの計チェンジの計
画及び設置基画及び設置基
準準

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅢⅢ道路の構造道路の構造
第第55章　立体交差章　立体交差

主な改訂項目主な改訂項目

○幅員に関する記述を追加○幅員に関する記述を追加77--1 1 自転車専自転車専
用道路等用道路等

○幅員に関する記述を変更○幅員に関する記述を変更77--2 2 歩行者専歩行者専
用道路用道路

○歩車共存道路の構造、設計手法等○歩車共存道路の構造、設計手法等
　に関する記述を追加　に関する記述を追加

77--3 3 歩車共存歩車共存
道路等道路等

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅢⅢ道路の構造道路の構造
第第77章　章　自転車専用道路等，歩行者専用道路および自転車専用道路等，歩行者専用道路および
　　　　　　 歩車共存道路等歩車共存道路等

主な改訂項目主な改訂項目
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○舗装の構造が満足すべき性能指標○舗装の構造が満足すべき性能指標
　に関する記述を追加　に関する記述を追加
○交通○交通バリアフリーへバリアフリーへの対応にの対応に関す関す
　る記述　る記述を追加（平坦性、透水性）を追加（平坦性、透水性）

88--2 2 舗装舗装

○道路橋示方書との重複部分を削除○道路橋示方書との重複部分を削除
○車両の大型化への対応、小型道路○車両の大型化への対応、小型道路
　の設計荷重を追加　の設計荷重を追加

88--5 5 橋、高架橋、高架
の道路等の道路等

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅢⅢ道路の構造道路の構造
第第88章　章　土工，舗装および道路構造物土工，舗装および道路構造物

主な改訂項目主な改訂項目

○防護柵の有すべき性能の記述を追○防護柵の有すべき性能の記述を追
　加　加
○景観に配慮した防護柵の記述を追○景観に配慮した防護柵の記述を追
　加　加

99--22--2 2 防護柵防護柵

○○ETCETCによる料金徴収による料金徴収システムに関システムに関
　する記述　する記述を追加を追加

99--33--7 7 料金所料金所

○○バス停留所バス停留所の構造に関する記述をの構造に関する記述を
　追加　追加

99--44--3 3 乗合自乗合自
動車停留施設動車停留施設

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

ⅢⅢ道路の構造道路の構造
第第99章章 道路の附属施設道路の附属施設

主な改訂項目主な改訂項目

○第１種の道路における設置間隔○第１種の道路における設置間隔をを
　変更　変更

99--44--5 5 非常駐非常駐
車帯車帯

○「道の駅」の記述を追加○「道の駅」の記述を追加99--44--5 5 休憩施休憩施
設設

○電線共同溝に関する記述を追加○電線共同溝に関する記述を追加99--7 7 共同溝等共同溝等
（共同溝およ（共同溝およ
び電線共同溝）び電線共同溝）

主な改訂項目主な改訂項目対象箇所対象箇所

主な改訂項目主な改訂項目

ⅠⅠ　　総　　　則総　　　則

道路構造令は，道路を新設し、又は改築する場合にお道路構造令は，道路を新設し、又は改築する場合にお
ける道路の構造の一般的技術的基準を定めるものける道路の構造の一般的技術的基準を定めるもの

○道路○道路の構造は、その道路の機能と自然的外部的諸　の構造は、その道路の機能と自然的外部的諸　
　条件に応じて具体的に決定する必要がある。　条件に応じて具体的に決定する必要がある。

○修繕または災害復旧工事等の場合、道路構造令の　○修繕または災害復旧工事等の場合、道路構造令の　
　規定によらない工事を行うことは差し支えない。　規定によらない工事を行うことは差し支えない。

○道路構造令の規定に適合していない道路をそのまま○道路構造令の規定に適合していない道路をそのまま
　存置することは道路構造令の規定に抵触しない。　存置することは道路構造令の規定に抵触しない。

道路構造令の趣旨道路構造令の趣旨 『道路構造令の解説と運用』の目的『道路構造令の解説と運用』の目的

○道路構造令を補完し、一体となって道路の構造に○道路構造令を補完し、一体となって道路の構造に
　おける技術的基準となり、その運用の方法を示す　おける技術的基準となり、その運用の方法を示す
　ものであって、十分な解説をつけ加えることによ　ものであって、十分な解説をつけ加えることによ
　り、道路を設計する技術者の手引書または指導書　り、道路を設計する技術者の手引書または指導書
　としようとするものである。　としようとするものである。
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ⅡⅡ　道路の計画・設計の考え方　道路の計画・設計の考え方

道路の機能道路の機能道路の機能道路の機能

◇道路は、生活や経済活動に不可欠な基本的な社会資　◇道路は、生活や経済活動に不可欠な基本的な社会資　
本として大きな役割を果たし、多様な機能を有する本として大きな役割を果たし、多様な機能を有する

交通機能

空間機能

　歩行者・
　　自転車

自動車
通　　行
アクセス
滞　　留

通　　行
アクセス
滞　　留

市街地形成
防災空間
環境空間
収容空間

　　第１章　概説第１章　概説
　　１－１　道路の役割と機能　　１－１　道路の役割と機能

道路道路道路道路の計画・設計の考え方の計画・設計の考え方の計画・設計の考え方の計画・設計の考え方

◇◇従来従来は自動車の通行を中心とした考え方、今後はは自動車の通行を中心とした考え方、今後は多多
　　様様な道路のな道路の機能機能をを考慮することが必要考慮することが必要

従来の道路の計画・設計

自動車の通行
空間を確保

自動車の通行
に支障がない
ような歩行者・
自転車の通行
空間を確保

今後の道路の計画・設計

＋

＋

自動車の通行・アクセス・
滞留の空間を確保

（車道等）

歩行者・自転車の通行・
アクセス・滞留の空間を確保

（歩道や自転車道等）

市街地形成や収容などの
空間を確保

交通機能
(自動車)

交通機能
(歩行者・
自転車)

空間機能

交通機能
（自動車）

(歩行者・
自転車)

　　第１章　概説第１章　概説
　　　　 １－２－１　多様な機能の重視１－２－１　多様な機能の重視

◇多様な道路の機能のうち、地域の状況から、当該道◇多様な道路の機能のうち、地域の状況から、当該道

　路において重視すべき機能を明確化　路において重視すべき機能を明確化

◇地域の裁量に基づき、道路構造令の基準を弾力的◇地域の裁量に基づき、道路構造令の基準を弾力的

　に運用　に運用

　　第１章　概説第１章　概説
　　　　 １－２－２　地域に応じた弾力的な基準の運用１－２－２　地域に応じた弾力的な基準の運用

道路道路道路道路構造決定の流れ構造決定の流れ構造決定の流れ構造決定の流れ

◇道路◇道路の特性から必要となる道路の機能の特性から必要となる道路の機能を確保するのを確保するの
にに必要な必要な道路道路構造を総合的に判断構造を総合的に判断

今後の道路構造決定の流れ

道路構造令の
弾力的運用

従来の道路構造決定の流れ

全国画一的な道路構造

地域特性
ネットワーク

特性
交通特性都市部/

　地方部
自動車
交通量

道路の
種類

地域に適した道路構造

必要な道路の機能の明確化道路構造令に規定された
最低値・標準値などを採用

　　第１章　概説第１章　概説
　　　　 １－３　道路の計画・設計の手順１－３　道路の計画・設計の手順

道路構造令に示してある最低値等をそのまま適用道路構造令に示してある最低値等をそのまま適用
するのではなく，地域の状況に応じた望ましい道路するのではなく，地域の状況に応じた望ましい道路
構造要素や値を適用構造要素や値を適用

■弾力的■弾力的な運用の場面な運用の場面

道路構造令の認める範囲において，地域の状況に道路構造令の認める範囲において，地域の状況に
応じて特例規定等を弾力的に運用することにより，応じて特例規定等を弾力的に運用することにより，
より経済性を考慮より経済性を考慮

②必要最低限の道路構造とする場合②必要最低限の道路構造とする場合

①①よりニーズに合致した道路構造とする場合よりニーズに合致した道路構造とする場合

　　第１章　概説第１章　概説
　　　　 １－４　道路構造令の運用の考え方（１）１－４　道路構造令の運用の考え方（１）
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■運用上■運用上の留意点の留意点

◇◇地域地域にとって，真に必要な道路を整備するためににとって，真に必要な道路を整備するために
弾力的に運用す弾力的に運用すべきべき、単、単に事業執行を容易にするに事業執行を容易にする

ことを目的としてはならないことを目的としてはならない

◇◇安全性安全性に係わる規定に係わる規定については、については、安易に規格を安易に規格を
下げるべきではない下げるべきではない

◇◇道路道路構造令は完成時の道路構造を構造令は完成時の道路構造を規定　規定　暫定暫定供用供用
時の道路構造は、必ずしも構造令に合致する必要は時の道路構造は、必ずしも構造令に合致する必要は
ないないがが、当面必要な機能を満足しなければならない、当面必要な機能を満足しなければならない

　　第１章　概説第１章　概説
　　　　 １－４　道路構造令の運用の考え方（２）１－４　道路構造令の運用の考え方（２）

◇歩行者◇歩行者交通量や沿道状況から歩道等の両側への交通量や沿道状況から歩道等の両側への
設置が不必要な場合設置が不必要な場合

　▼　▼
　　片側のみの設置とすることが可能片側のみの設置とすることが可能

◇◇歩行者歩行者交通量の非常に少ない場合交通量の非常に少ない場合
　▼　▼

自転車自転車歩行者道歩行者道や歩道を設置しないことが可能や歩道を設置しないことが可能

■弾力的な運用例■弾力的な運用例 地方部の道路などにおける地方部の道路などにおける

歩道等設置歩道等設置

　　第１章　概説第１章　概説
　　　　 １－４　道路構造令の運用の考え方（３）１－４　道路構造令の運用の考え方（３）

【【【【道路構造令における歩道等に関する規定の主旨道路構造令における歩道等に関する規定の主旨道路構造令における歩道等に関する規定の主旨道路構造令における歩道等に関する規定の主旨 】】】】

自動車の交通量が多い道路には，
自転車歩行者道を道路の各側に設ける

（自転車歩行者道）（自転車歩行者道）（自転車歩行者道）（自転車歩行者道）（自転車歩行者道）（自転車歩行者道）（自転車歩行者道）（自転車歩行者道）

基本となる規定基本となる規定基本となる規定基本となる規定基本となる規定基本となる規定基本となる規定基本となる規定

第第第第第第第第1010101010101010条の条の条の条の条の条の条の条の22222222第第第第第第第第11111111項項項項項項項項

歩行者の交通量が多い道路などには，
その各側に歩道を設ける

歩行者の交通量が少ない道路などには，
安全かつ円滑な交通を確保するため
必要がある場合には，歩道を設ける

第第第第第第第第1111111111111111条第条第条第条第条第条第条第条第11111111項項項項項項項項

第第第第第第第第1111111111111111条第条第条第条第条第条第条第条第22222222項項項項項項項項

（（（（（（（（歩道歩道歩道歩道歩道歩道歩道歩道））））））））

特例規定（上記各条項共通）特例規定（上記各条項共通）特例規定（上記各条項共通）特例規定（上記各条項共通）特例規定（上記各条項共通）特例規定（上記各条項共通）特例規定（上記各条項共通）特例規定（上記各条項共通）

やむを得ない場合にはこの限りでない

◇一度道路構造令にもとづいて新設した道路において、◇一度道路構造令にもとづいて新設した道路において、
沿道や交通の状況が変化沿道や交通の状況が変化
　　 ▼▼
道路交通環境を改善するため、道路交通環境を改善するため、

道路構造を再編することが可能道路構造を再編することが可能

例）交差点付近で停車帯を削除

→歩行者の滞留空間を確保（第11条の２）

→車線幅員縮小、交差点部の車線数増加（第27条第3項）

既存交差点における既存交差点における
横断面構造再編横断面構造再編■弾力的な運用例■弾力的な運用例

　　第１章　概説第１章　概説
　　　　 １－４　道路構造令の運用の考え方（４）１－４　道路構造令の運用の考え方（４）

【【【【交差点における横断面構成再編の例交差点における横断面構成再編の例交差点における横断面構成再編の例交差点における横断面構成再編の例 】】】】

Ａ

交差点面積
が広い

バス停留所

停車帯

＜再編前＞

停車帯
の削除

交差点面積を縮小
歩行者の滞留の部分を創出

駐停車禁止を
喚起する舗装

バス停車帯を
流出部に設置

屈折車線設置

＜再編後＞

　　第２章　道路の機能を確保する道路構造第２章　道路の機能を確保する道路構造
　　　　 ２－１－１　自動車の交通機能と道路構造（１）２－１－１　自動車の交通機能と道路構造（１）

   
円滑性の確保 

通 

行 

機 

能 

自
動
車
の
交
通
機
能 

 

・出入制限など規格の高い道路構造 
・交通特性に応じた車線数設定 
・単路の容量だけでなく、交通のネックとな
る箇所にも配慮（サグ部、分合流部など） 

安全性の確保 

 
信頼性の確保 

・平面線形と縦断線形の組合せ 
・交差点、分合流部での見通し確保 

・耐震性の確保、のり面構造 
・除雪や堆雪のための幅員の確保 
・消融雪施設の設置 

快適性の確保 

 
アクセス性の 
確保 

 

滞留空間の 
確保 

ア
ク
セ
ス
機
能 

機
能 

滞
留 

・眺望を考慮した線形 
・情報提供 

・本線への直接出入り可能な構造 
・適当な交差点間隔を確保 
・停車帯、荷捌きスペースの設置 
・駅前広場、バス停車帯 

・駐車場、タクシープール、バスターミナル 
・ＳＡ／ＰＡ、道の駅 
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一般一般一般一般道路で道路で道路で道路で沿道出入りを制約する道路構造の例沿道出入りを制約する道路構造の例沿道出入りを制約する道路構造の例沿道出入りを制約する道路構造の例

◇◇自動車自動車の通行機能を重視する道路では、出入制限の通行機能を重視する道路では、出入制限等　等　
高い高い規格の構造を採用規格の構造を採用

　　第２章　道路の機能を確保する道路構造第２章　道路の機能を確保する道路構造
　　　　 ２－１－１　自動車の交通機能と道路構造（２）２－１－１　自動車の交通機能と道路構造（２）

自動車自動車自動車自動車の走行速度抑制のための構造の走行速度抑制のための構造の走行速度抑制のための構造の走行速度抑制のための構造

◇◇自動車自動車の通行機能を抑制する道路では、必要にの通行機能を抑制する道路では、必要に応じ応じ

　て　て自動車の走行速度抑制のための構造を採用自動車の走行速度抑制のための構造を採用

狭窄部シケイン

ハンプ

　　第２章　道路の機能を確保する道路構造第２章　道路の機能を確保する道路構造
　　　　 ２－１－１　自動車の交通機能と道路構造（３）２－１－１　自動車の交通機能と道路構造（３）

 ・歩道や歩車共存道路等の連続的な設置 
 

安全性の確保 ・歩道者、自転車、自動車の分離 
・歩車共存道路、コミュニティ道路の整備 

バリアフリー 
への対応 

・車いす等を考慮した歩道等の有効幅員の
確保、平坦性、勾配 
・昇降装置等の歩行支援施設の設置 

快適性の確保 ・舗装の素材への配慮 
・植栽、施設の形状・色彩への配慮 

通 

行 

機 

能 

歩
行
者
・
自
転
車
の
交
通
機
能 

アクセス性の 
確保 

 

たまり空間の 
確保 

滞
留
機
能 

・バスや横断待ちのための空間の確保 
・ベンチ等の施設、広場の設置 
・駐輪場の設置 

連続性の確保 

・ペデストリアンデッキ等の設置 
・停留場、駅前広場のバリアフリー化 

機
能 

ア
ク
セ
ス 

　　第２章　道路の機能を確保する道路構造第２章　道路の機能を確保する道路構造
　　　　 ２－１－２　歩行者・自転車の交通機能と道路構造（１）２－１－２　歩行者・自転車の交通機能と道路構造（１）

◆病院・福祉施設周辺◆病院・福祉施設周辺◆病院・福祉施設周辺◆病院・福祉施設周辺 ◆繁華街◆繁華街◆繁華街◆繁華街

　　　　歩行者の利用歩行者の利用歩行者の利用歩行者の利用形態形態形態形態

◇車◇車いすでの通行、ウィンドウショッピングなど、多様いすでの通行、ウィンドウショッピングなど、多様なな

　利用　利用形態を考慮し、必要な歩行者の通行機能を確保形態を考慮し、必要な歩行者の通行機能を確保

介護者と
視覚障害者

車いす

乳母車を
押した歩行者

バスを待つ 家族が手を
つないで歩く

ウィンドウ
ショッピング

　　第２章　道路の機能を確保する道路構造第２章　道路の機能を確保する道路構造
　　　　 ２－１－２　歩行者・自転車の交通機能と道路構造（２）２－１－２　歩行者・自転車の交通機能と道路構造（２）

隅切りによる広場の創出隅切りによる広場の創出隅切りによる広場の創出隅切りによる広場の創出

◇必要◇必要に応じて、滞留のための空間、ベンチなどを確保に応じて、滞留のための空間、ベンチなどを確保

■隅切部の広がりを確保、
街角に広場を形成する

■民地と一体的な空間とし
積極的に広場をつくりだす

　　第２章　道路の機能を確保する道路構造第２章　道路の機能を確保する道路構造
　　　　 ２－１－２　歩行者・自転車の交通機能と道路構造（３）２－１－２　歩行者・自転車の交通機能と道路構造（３）

　　第２章　道路の機能を確保する道路構造第２章　道路の機能を確保する道路構造
　　　　 ２－２　空間機能と道路構造（１）２－２　空間機能と道路構造（１）

都市・地区の 
骨格形成 

・都市の骨格として、街並みを形成する広い幅員の
確保（広い中央帯・歩道など） 

沿道立地促進 ・沿道利用のしやすい道路構造（アクセス性の確保） 

 

防災空間形成 ・必要な総幅員を確保 
・植栽、電線類地中化 

市
街
地
形
成 

空
間
機
能 

道路緑化 ・並木、植樹帯の設置、中央帯への植栽 
 

公共公益施設の
収容 

環
境
空
間 

収
容
空
間 

防
災
空
間 

 

景観形成 
・植栽、電線類地中化、附属施設による修景 
・景観に配慮した構造物のデザイン 

 

沿道環境保全 
・地下等の構造の採用 
・遮音壁、環境施設帯の設置 
・低騒音舗装等の採用 

・路面電車などの軌道の収容 
・共同溝、電線共同溝の収容 
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道路道路道路道路幅員と沿道建物の高さとの比率幅員と沿道建物の高さとの比率幅員と沿道建物の高さとの比率幅員と沿道建物の高さとの比率

◇沿道◇沿道建物の高さと道路幅員のバランスなどを考慮して建物の高さと道路幅員のバランスなどを考慮して

　総幅員　総幅員を決定を決定

22m 46m

　　第２章　道路の機能を確保する道路構造第２章　道路の機能を確保する道路構造
　　　　 ２－２　空間機能と道路構造（２）２－２　空間機能と道路構造（２）

【東京都における延焼遮断帯形成基準【東京都における延焼遮断帯形成基準【東京都における延焼遮断帯形成基準【東京都における延焼遮断帯形成基準 】】】】

◇延焼防止と◇延焼防止としての機能を考慮し総幅員をしての機能を考慮し総幅員を確保、確保、

　植樹帯　植樹帯や電線類地中化により防災機能が向上や電線類地中化により防災機能が向上

幅員27m以上

幅員24m以上27m未満　かつ　不燃化率40％以上

幅員16m以上24m未満　かつ　不燃化率60％以上

幅員11m以上16m未満　かつ　不燃化率80％以上

　　第２章　道路の機能を確保する道路構造第２章　道路の機能を確保する道路構造
　　　　 ２－２　空間機能と道路構造（３）２－２　空間機能と道路構造（３）

暫定暫定暫定暫定2222車線道路の横断面構成（片側に当初施工する場合）車線道路の横断面構成（片側に当初施工する場合）車線道路の横断面構成（片側に当初施工する場合）車線道路の横断面構成（片側に当初施工する場合）

◇◇将来将来は４は４車線必要車線必要だが当面は２だが当面は２車線で車線でよくよく、、

段階的に建設段階的に建設を行う道路は、暫定２車線構造を行う道路は、暫定２車線構造

■高規格■高規格幹線道路の構造幹線道路の構造

路
肩

路
肩

車線車線

ﾚｰﾝﾃﾞｨﾊﾞｲﾀﾞｰ

　　第３章　地域の状況に応じた道路構造第３章　地域の状況に応じた道路構造
　　　　 ３－１　地域の状況に応じた高速道路等の構造（１）３－１　地域の状況に応じた高速道路等の構造（１）

　　　　完成完成完成完成2222車線道路の横断面構成車線道路の横断面構成車線道路の横断面構成車線道路の横断面構成

◇◇将来的将来的に交通量が少ない道路は、完成に交通量が少ない道路は、完成22車線構造車線構造

標準的区間標準的区間標準的区間標準的区間
長大橋長大橋長大橋長大橋やややや

長大長大長大長大トンネル区間等トンネル区間等トンネル区間等トンネル区間等

路
肩

路
肩

車線車線

ﾚｰﾝﾃﾞｨﾊﾞｲﾀﾞｰ

路
肩

路
肩

車線車線 中
央
帯

　　第３章　地域の状況に応じた道路構造第３章　地域の状況に応じた道路構造
　　　　 ３－１　地域の状況に応じた高速道路等の構造（２）３－１　地域の状況に応じた高速道路等の構造（２）

路線全体で路線全体で6060km/hkm/h以上のサービス速度を確保以上のサービス速度を確保

できる範囲で、地域に応じた構造を採用できる範囲で、地域に応じた構造を採用

▼▼

　◇設計　◇設計速度：速度：8080km/hkm/h→→60km/h60km/hも適用可能も適用可能

　◇　◇車車 線線 数：数：44車線→車線→22車線も適用可能車線も適用可能

　　　　 （付加追越（付加追越車線を適宜設置）車線を適宜設置）

　◇　◇現道活用現道活用 ：一部区間、現道を活用することが可能：一部区間、現道を活用することが可能

　　第３章　地域の状況に応じた道路構造第３章　地域の状況に応じた道路構造
　　　　 ３－１　地域の状況に応じた高速道路等の構造（３）３－１　地域の状況に応じた高速道路等の構造（３）

■地域高規格道路の構造■地域高規格道路の構造

都市や地区のシンボルとなる道路では、滞留や都市や地区のシンボルとなる道路では、滞留や

景観形成等空間機能を考慮景観形成等空間機能を考慮

▼▼

規定値より広い幅員の歩道、植樹帯、中央帯等規定値より広い幅員の歩道、植樹帯、中央帯等

をを採用、副道採用、副道を設置を設置

　　第３章　地域の状況に応じた道路構造第３章　地域の状況に応じた道路構造
　　　　 ３－２　都市の状況に応じた道路の構造（１）３－２　都市の状況に応じた道路の構造（１）

■都心部における道路の構造■都心部における道路の構造
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シンボルとなる道路の例（名古屋市シンボルとなる道路の例（名古屋市シンボルとなる道路の例（名古屋市シンボルとなる道路の例（名古屋市 久屋大通）久屋大通）久屋大通）久屋大通）

商業施設の集積する繁華街の道路では、買い物等に商業施設の集積する繁華街の道路では、買い物等に
とって便利で快適な道路空間を形成とって便利で快適な道路空間を形成

▼▼

道路自体がたまり空間となる歩車共存道路自体がたまり空間となる歩車共存
道路等を採用し景観形成等にも配慮道路等を採用し景観形成等にも配慮

ウィンドウショッピング等を考慮した歩ウィンドウショッピング等を考慮した歩
道幅員を確保、道幅員を確保、 ベンチ等施設を設置ベンチ等施設を設置

表通り表通り

裏通り裏通り

　　第３章　地域の状況に応じた道路構造第３章　地域の状況に応じた道路構造
　　　　 ３－２　都市の状況に応じた道路の構造（２）３－２　都市の状況に応じた道路の構造（２）

■中心市街地等における道路の構造■中心市街地等における道路の構造

早期の道路整備が必要だが用地確保が困難な道路早期の道路整備が必要だが用地確保が困難な道路

では、道路規格を小さくして早期に容量拡大では、道路規格を小さくして早期に容量拡大

▼▼

乗用車や小型貨物車のみが通行可能な小型道路（乗乗用車や小型貨物車のみが通行可能な小型道路（乗

用車専用道路）を採用用車専用道路）を採用

　　第３章　地域の状況に応じた道路構造第３章　地域の状況に応じた道路構造
　　　　 ３－２　都市の状況に応じた道路の構造（３）３－２　都市の状況に応じた道路の構造（３）

■地域の状況に応じた渋滞対策■地域の状況に応じた渋滞対策

小型道路の構造（アンダーパスの例小型道路の構造（アンダーパスの例小型道路の構造（アンダーパスの例小型道路の構造（アンダーパスの例 ））））

乗用車専用道路として整備する場合

一般道路として整備する場合

3.0m
4.5m

アンダーパス部を乗用車専用道路として整備

アンダーパス部を
小型道路として整備

小型道路として整備する場合

一般道路として整備する場合

交通量は少ないものの日常生活に不可欠で早期整交通量は少ないものの日常生活に不可欠で早期整

備が求められる道路では、必要最低限の通行機能備が求められる道路では、必要最低限の通行機能

を確保できる道路構造を採用を確保できる道路構造を採用

▼▼

本来本来22車線となる道路で、車線となる道路で、11車線改良と車線改良と22車線改良、車線改良、

局部改良などを組み合わせ、局部改良などを組み合わせ、1.51.5車線的道路を車線的道路を整備整備

　　第３章　地域の状況に応じた道路構造第３章　地域の状況に応じた道路構造
　　　　 ３‐３　山地部等における道路の構造３‐３　山地部等における道路の構造

1.51.51.51.5車線的道路整備車線的道路整備車線的道路整備車線的道路整備の例の例の例の例

●現道活用●現道活用●現道活用●現道活用
現道幅が広く，問題の
ない区間

●待避所●待避所●待避所●待避所
現地に即し必要に応じて
設置

●●●●2222車線改良（第車線改良（第車線改良（第車線改良（第3333種第種第種第種第3333～～～～4444級）級）級）級）
集落内または隣接区間，集落間で
交通量が多い区間，追い越しが
必要な区間など

●●●●1111車線改良（第車線改良（第車線改良（第車線改良（第3333種第種第種第種第5555級）級）級）級）
現道幅が狭隘または視距確保・
災害防除 区間など
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歴史的街並み等が保存された地域の道路では、地域歴史的街並み等が保存された地域の道路では、地域
の歴史・文化等の特色を道路構造にも反映の歴史・文化等の特色を道路構造にも反映

▼▼

祭りの会場として道路全体を一体的に利用できるよう祭りの会場として道路全体を一体的に利用できるよう
構造的に工夫構造的に工夫（撤去可能な防護柵、縁石など）（撤去可能な防護柵、縁石など）

地域特有の雰囲気を醸成した景観を形成するため、地域特有の雰囲気を醸成した景観を形成するため、
地域特性を反映した素材、デザイン等を採用地域特性を反映した素材、デザイン等を採用

　　第３章　地域の状況に応じた道路構造第３章　地域の状況に応じた道路構造
　　　　 ３‐３　観光地・自然豊かな地域における道路の構造３‐３　観光地・自然豊かな地域における道路の構造

■歴史・文化が保全されている地域における■歴史・文化が保全されている地域における
　道路の構造　道路の構造 ◇整備◇整備が比較的長期にわたり、社会情勢の変化等が比較的長期にわたり、社会情勢の変化等

により求められる機能や構造基準が変わった場合により求められる機能や構造基準が変わった場合

▼▼

それらそれらを踏まえた道路構造の見直しが必要を踏まえた道路構造の見直しが必要

▼▼

　　　　道路構造見直しの際、沿道の建築物の状　　　　道路構造見直しの際、沿道の建築物の状

　　　　況等により都市　　　　況等により都市計画変更が不適切な計画変更が不適切な場合場合

▼▼

　　　　　　　　周辺周辺道路との適切な役割分担の観点道路との適切な役割分担の観点からから

　　　　　　　　機能を見直す機能を見直すなどにより、などにより、既定幅員既定幅員で対応で対応

　　第４章　道路の計画・設計にあたっての配慮事項第４章　道路の計画・設計にあたっての配慮事項
　　　　 ４－４　都市計画道路における留意点４－４　都市計画道路における留意点

　　　　

道路の機能を分担して整備を進める場合の例道路の機能を分担して整備を進める場合の例道路の機能を分担して整備を進める場合の例道路の機能を分担して整備を進める場合の例

■計画幅員より広い幅員
が必要

■自動車の通行機能を関連道路で
補完し，既決定幅員内で整備

ⅢⅢ　道路の構造　道路の構造

第１章　道路の区分と設計速度，設計車両第１章　道路の区分と設計速度，設計車両

◇道路の計画，設計の基礎となる区分◇道路の計画，設計の基礎となる区分
　　・高速自動車国道および自動車専用道路と・高速自動車国道および自動車専用道路と
　　　　その他の道路の別その他の道路の別
　　・道路の存する地域，地形の状況・道路の存する地域，地形の状況
　　・計画交通量・計画交通量　　　　

■道路の区分とは■道路の区分とは

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－１　道路の区分　　１－１　道路の区分

◇今回新たに◇今回新たに
　　普通道路と小型道路の区分を追加普通道路と小型道路の区分を追加　　

　　第１種第１級～第４級，第２種第１級および第２級　　第１種第１級～第４級，第２種第１級および第２級
　　第３種第１級～第５級，第４種第１級～第４級　　第３種第１級～第５級，第４種第１級～第４級
　の種別，級別に区分　の種別，級別に区分

■道路の区分の適用の考え方（１／２）■道路の区分の適用の考え方（１／２）
◇道路の機能：道路の特性に応じた交通機能と空間機能がある◇道路の機能：道路の特性に応じた交通機能と空間機能がある

◇道路の区分：自動車の交通機能を中心に考えて定めたもの◇道路の区分：自動車の交通機能を中心に考えて定めたもの

　　・歩行者等の交通機能や空間機能・歩行者等の交通機能や空間機能　　

　　　　→→自動車の交通機能とは別に考える必要あり自動車の交通機能とは別に考える必要あり

自動車の
交通機能

歩行者・
自転車の
交通機能

空間機能

それぞれの機能に対応したそれぞれの機能に対応したそれぞれの機能に対応したそれぞれの機能に対応した
道路の基本構造の検討道路の基本構造の検討道路の基本構造の検討道路の基本構造の検討

自動車交通量
(計画交通量)

道路の種
類

道路の区分の決定道路の区分の決定道路の区分の決定道路の区分の決定

道路の区分

都市部/地方部
平地部/山地部

道路の機能

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－１　道路の区分　　１－１　道路の区分
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◇◇道路道路の機能に対応した道路構造の決定の機能に対応した道路構造の決定　　
　　・車道部など･･･道路の区分から決定・車道部など･･･道路の区分から決定
　　・歩道，植樹帯など･･･地域の状況に応じて決定　・歩道，植樹帯など･･･地域の状況に応じて決定　

■道路の区分の適用の考え方（２／２）■道路の区分の適用の考え方（２／２）

道路の基本構造

設計速度

線　形

基本構造の決定基本構造の決定基本構造の決定基本構造の決定

設計基準
交通量

車道部
中央帯
路肩等

歩道
自転車道等 植樹帯

自動車の

交通機能

歩行者・
自転車の
交通機能

空間機能
道路の区分道路の区分道路の区分道路の区分

車線数

道路の機能

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－１　道路の区分　　１－１　道路の区分

◇地形の状況その他の特別な理由によりやむを得ない場合◇地形の状況その他の特別な理由によりやむを得ない場合
　　・級別は１級下の級を適用することが可能・級別は１級下の級を適用することが可能
　　　　→第３種第４級となる道路において，１級下の級を適用→第３種第４級となる道路において，１級下の級を適用
　　　　する　　　　することにより１車線道路ことにより１車線道路((第３種第５級第３種第５級))として整備として整備
　　※山地部での適用例※山地部での適用例　　

■道路の区分の弾力的な運用■道路の区分の弾力的な運用

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－１　道路の区分　　１－１　道路の区分

２車線 １車線 ２車線 １車線 ２車線

１車線改良と２車線改良等を組み合わせた整備区間

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－１　道路の区分　　１－１　道路の区分

■普通道路と小型道路の区分■普通道路と小型道路の区分
◇各種級区分の道路について普通道路と小型道路の２つ　◇各種級区分の道路について普通道路と小型道路の２つ　
　に区分　に区分

◇◇小型道路とは，小型自動車等のみの通行の用に供する小型道路とは，小型自動車等のみの通行の用に供する,,
　普通道路に比べて小さな道路　普通道路に比べて小さな道路((乗用車専用道路乗用車専用道路))

4.5m
3.0m

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－１　道路の区分　　１－１　道路の区分

■小型道路の適用条件■小型道路の適用条件
◇普通道路での整備が困難であること◇普通道路での整備が困難であること

◇自動車が沿道へｱｸｾｽする機能をもつ必要がない◇自動車が沿道へｱｸｾｽする機能をもつ必要がない
　　道路であること道路であること
　　　　

◇当該道路の近くに大型の自動車が迂回することの◇当該道路の近くに大型の自動車が迂回することの
　　できる道路があることできる道路があること

ｵｰﾊﾞｰﾊﾟｽのｲﾒｰｼﾞ ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽのｲﾒｰｼﾞ

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－５　出入制限　　１－５　出入制限

◇第１種ならびに第２種の普通道路◇第１種ならびに第２種の普通道路
　　→完全出入制限を行うものとする→完全出入制限を行うものとする

　　ただしただし,,第１種第２級第１種第２級,,第３級第３級,,第４級の普通道路第４級の普通道路
　　（高速自動車国道を除く）（高速自動車国道を除く）

　　→路線の性格ならびに自動車交通の状況により部分→路線の性格ならびに自動車交通の状況により部分
　　出入制限とすることができる　　出入制限とすることができる

◇第３種，第４種の普通道路◇第３種，第４種の普通道路
　　→路線の性格ならびに自動車交通の状況等により，→路線の性格ならびに自動車交通の状況等により，
　　必要がある場合には部分出入制限とする　　必要がある場合には部分出入制限とする

■普通道路の出入制限■普通道路の出入制限

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－５　出入制限　　１－５　出入制限

■完全出入制限■完全出入制限

完全出入制限完全出入制限

完全出入制限（側道を設ける場合）完全出入制限（側道を設ける場合）
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　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－５　出入制限　　１－５　出入制限

■部分出入制限■部分出入制限

部分出入制限（中央帯に開口部を設けない場合）部分出入制限（中央帯に開口部を設けない場合）

部分出入制限（中央帯に開口部を設ける場合）部分出入制限（中央帯に開口部を設ける場合）

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－５　出入制限　　１－５　出入制限

■出入自由■出入自由

出入自由（全て平面交差とする場合）出入自由（全て平面交差とする場合）

出入自由（主要な道路と立体交差する場合）出入自由（主要な道路と立体交差する場合）

◇小型道路の出入制限◇小型道路の出入制限
　　小型道路は，大型トラックなどの車の進入を避けるため小型道路は，大型トラックなどの車の進入を避けるため
　　に沿道への出入りができない構造のものに限ると規定に沿道への出入りができない構造のものに限ると規定
　　

◇小型道路の交差方式◇小型道路の交差方式
　　・小型道路と普通道路との交差・小型道路と普通道路との交差　　　　　　　　立体交差立体交差
　　

　　・小型道路相互の交差・小型道路相互の交差
　　　　

　　　　--４車線以上の小型道路相互の交差４車線以上の小型道路相互の交差　　　　　　立体交差立体交差

　　　　--上記以外の小型道路相互の交差上記以外の小型道路相互の交差　　 　　平面交差も可能平面交差も可能
　　　　　　

■小型道路の出入制限■小型道路の出入制限

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－５　出入制限　　１－５　出入制限

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－６　設計車両　　１－６　設計車両

12m6m7m最小回転半径

4m1.2m1.3m後端ｵｰﾊﾞﾊﾝｸﾞ

6.5m2.7m3.7m軸距

1.5m0.8m1m前端ｵｰﾊﾞﾊﾝｸﾞ

3.8m2m2.8m高さ

2.5m1.7m2m幅

12m4.7m6m長さ

普通
自動車

小型
自動車

小型道路の
設計車両

　　 設計車両
諸元

■小型道路の設計車両■小型道路の設計車両

小型道路の設計車両小型道路の設計車両

　　　　((小型自動車等小型自動車等))

普通自動車普通自動車

　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両
　　１－６　設計車両　　１－６　設計車両

◇小型道路の車高◇小型道路の車高　　　　2.82.8mm
　　→→一般的な救急車一般的な救急車両の高さ両の高さおよび小型貨物車の通行および小型貨物車の通行
　　　　 状況を状況を参考に参考に2.82.8mmと規定と規定

◇小型道路の建築限界　　　◇小型道路の建築限界　　　3.03.0mm
　　→→設計車両高さ設計車両高さ2.82.8mmに走行車両の跳ね上がりに走行車両の跳ね上がり

　　　　を考慮して規定を考慮して規定

◇小型道路の設計自動車荷重　　　◇小型道路の設計自動車荷重　　　3030kNkN
　　→→一般の救急車両の重量および小型貨物車の登録車一般の救急車両の重量および小型貨物車の登録車
　　　の重量　　　の重量分布分布を参考にして規定を参考にして規定　　

■小型道路の設計車両■小型道路の設計車両

ⅢⅢ　道路の構造　道路の構造

第２章　横断面の構成第２章　横断面の構成
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　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－１　総則　　２－１　総則

◇必要とされる交通機能や空間機能に応じて，◇必要とされる交通機能や空間機能に応じて，
　　｢構成要素の組合せ｣｢構成要素の組合せ｣とと｢総幅員｣｢総幅員｣双方の観点から検討双方の観点から検討　　

■道路の横断面の基本的な考え方■道路の横断面の基本的な考え方

総幅員・横断面構成要素の幅員の決定

通行
機能

ｱｸｾｽ
機能

滞留
機能

環境
空間

防災
空間

収容
空間

市街地
形成

ﾈｯﾄﾜｰｸや
交通状況に
応じて設定

沿道状況に応
じたｻｰﾋﾞｽ提供
を考慮して設定

延焼防止や避難等の
考慮事項,収容される
施設に応じて設定

都市や地区の
規模･機能を
考慮して設定

横断面構成要素の組合せ

交通機能 空間機能

横断面構成要素とその幅員の検討 総幅員の検討

必要とされる道路の機能の設定

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－１　総則　　２－１　総則

■横断面構成要素と道路の機能の関係■横断面構成要素と道路の機能の関係

○○軌道敷

○○副道

○○植樹帯

○○
歩道，自転車歩行者道
および自転車道

○○停車帯

○路肩

○○中央帯

○車道

空間機能交通機能
　　　　　道路の機能

横断面構成要素

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－２　車道および車線　　２－２　車道および車線

◇標準的な道路構造と交通条件を想定して定めた日単位◇標準的な道路構造と交通条件を想定して定めた日単位
　　の設計基準交通量と計画交通量の設計基準交通量と計画交通量((日単位日単位))との割合で決定との割合で決定

◇車線数の検証◇車線数の検証
　実際の交通量は地域や路線によってそれぞれの時間変動　実際の交通量は地域や路線によってそれぞれの時間変動
　特性を有し，ﾋﾟｰｸ時における時間交通量は各々の路線に　特性を有し，ﾋﾟｰｸ時における時間交通量は各々の路線に

　よって異なる　よって異なる

　　→当該路線の特性を考慮した時間単位の交通量による→当該路線の特性を考慮した時間単位の交通量による
　　検証を行い，適切な車線数を決めることに努める　　検証を行い，適切な車線数を決めることに努める

■車線数の決定■車線数の決定

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－２　車道および車線　　２－２　車道および車線

■車線幅員の設定の考え方■車線幅員の設定の考え方

◇走行速度や快適性等に最も大きな影響を与えるもの◇走行速度や快適性等に最も大きな影響を与えるもの

◇車両の物理的幅員に，すれ違いや追越などのために◇車両の物理的幅員に，すれ違いや追越などのために
　必要な余裕幅を加えて設定　必要な余裕幅を加えて設定

◇車線の幅員は路線の設計速度と交通量に応じて定め◇車線の幅員は路線の設計速度と交通量に応じて定め
　　るることが合理的ことが合理的

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－２　車道および車線　　２－２　車道および車線

■車線幅員と設計速度との関係■車線幅員と設計速度との関係

　　　　　　実験から求めた２車線の車道幅員

3.0060

3.2580

3.50100以上

第1種,第2種
の小型道路
の標準の
車線幅員
(m)

設計速度
(km/h)

　第２章　横断面の構成
　　２－２　車道および車線

　　　　　3.00

　　　　　3.25　(3.50)

　　　　　2.75

　　　　　3.00

　　　　　3.25　(3.50)

　　　　　3.50

　　　　　3.25

　　　　　3.50　(3.25)

　　　　　3.25

　　　　　3.50

　　　　　3.50　(3.75)

　　　　　3.50　(3.75)

普通道路の車線幅員
(　)内特例値

　　　　　2.75第２級,第３級

　　　　　2.75第１級
第４種

　　　　　2.75第４級

　　　　　2.75第３級

　　　　　2.75第２級

　　　　　3.00第１級

第３種

　　　　　3.00第２級

　　　　　3.25　(3.00)第１級
第２種

　　　　　3.00第４級

　　　　　3.25　(3.00)第３級

　　　　　3.50　(3.25)第２級

　　　　　3.50第１級

第１種

小型道路の車線幅員
(　)内特例値

道路の区分

■車線幅員 単位：ｍ
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　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－３　中央帯　　２－３　中央帯

◇車線の数が４以上の◇車線の数が４以上の第１種，第２種，第３種第１級の道路第１種，第２種，第３種第１級の道路
　　

◇◇車線の数が３以下の第１種の道路車線の数が３以下の第１種の道路
　　　※ただし、トンネルや長大橋部とそれに連続して接続する箇所　　　※ただし、トンネルや長大橋部とそれに連続して接続する箇所
　　　　など地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場　　　　など地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場
　　　　合は中央帯を設けなくてもよい　　　　合は中央帯を設けなくてもよい

◇車線の数が４以上であるその他の道路で安全かつ円滑◇車線の数が４以上であるその他の道路で安全かつ円滑
　な交通を確保するため必要と判断され　な交通を確保するため必要と判断される場合る場合

◇◇第３種，第４種の２車線道路の急なカーブ区間など第３種，第４種の２車線道路の急なカーブ区間など
　　安全な交通の確保に著しく支障がある場合安全な交通の確保に著しく支障がある場合

■中央帯の設置■中央帯の設置

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－３　中央帯　　２－３　中央帯

◇空間機能を考えた設置◇空間機能を考えた設置
　　・市街地形成，防災，景観形成機能を有したシンボル・市街地形成，防災，景観形成機能を有したシンボル

　　　　道路形成の一部となる道路形成の一部となる

　　 ・中央帯の空間機能と地域特性・沿道の状況に照らして，・中央帯の空間機能と地域特性・沿道の状況に照らして，

　　　　良好な都市空間を形成するため良好な都市空間を形成するため
　　　　→幅の広い中央帯の設置を考慮→幅の広い中央帯の設置を考慮
　　

■中央帯の設置■中央帯の設置

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－３　中央帯　　２－３　中央帯

■中央帯の構成■中央帯の構成

◇中央帯幅員と側方余裕幅および施設帯幅員の関係◇中央帯幅員と側方余裕幅および施設帯幅員の関係

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－３　中央帯　　２－３　中央帯

◇防護柵の安全性の向上により幅の狭いものが設置可能◇防護柵の安全性の向上により幅の狭いものが設置可能

◇通行に必要な側方余裕を考慮して◇通行に必要な側方余裕を考慮して,,最低限必要な値を最低限必要な値を設定設定

■中央帯の幅員の特例値の設定根拠■中央帯の幅員の特例値の設定根拠

00.250.251.00第４種

00.750.250.251.001.75第３種

0.250.250.250.250.501.251.75第２級

0.500.750.250.250.501.502.25第１級第
２
種

0.501.500.250.250.501.503.00第３,４級

0.502.000.500.250.752.004.50第１,２級第
１
種

特例値規定値規定値特例値規定値特例値規定値

施設帯の最低幅員cの値側帯の幅員中央帯の最低幅員
種級区分

単位：ｍ単位：ｍ

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－３　中央帯　　２－３　中央帯

◇剛性防護柵など幅の狭い防護柵を採用◇剛性防護柵など幅の狭い防護柵を採用

◇横断面構成の不連続はさける◇横断面構成の不連続はさける

◇設計速度に応じた側方余裕を確保することが重要◇設計速度に応じた側方余裕を確保することが重要　　

■中央帯の幅員の特例値を用いる場合の留意点■中央帯の幅員の特例値を用いる場合の留意点

ﾎﾞｯｸｽﾋﾞｰﾑ型たわみ性防護柵ﾎﾞｯｸｽﾋﾞｰﾑ型たわみ性防護柵コンクリート製剛性防護柵コンクリート製剛性防護柵

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－３　中央帯　　２－３　中央帯

◇第１種◇第１種,,第２種の道路第２種の道路

　　→事故処理，救急活動等のため、原則として中央帯→事故処理，救急活動等のため、原則として中央帯
　　に開口部を設置する　　に開口部を設置する
　　
◇第３種◇第３種,,第４種の道路第４種の道路
　　→安全かつ円滑な交通を確保するため、中央帯→安全かつ円滑な交通を確保するため、中央帯
　　の　　の開口部を設置することは望ましくない開口部を設置することは望ましくない　　　　

■中央帯開口部■中央帯開口部
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　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－３　中央帯　　２－３　中央帯

◇中央帯開口部の設置位置◇中央帯開口部の設置位置((第１種の２車線道路第１種の２車線道路))
　　・非常駐車帯がある区間・非常駐車帯がある区間

　　　　→→非常駐車帯の位置にあわせて設置非常駐車帯の位置にあわせて設置

　　・非常駐車帯のない区間・非常駐車帯のない区間
　　　　→→500500mm毎に１箇所程度設置毎に１箇所程度設置

◇中央帯開口部の幅◇中央帯開口部の幅((第１種の道路第１種の道路))
　　 非常時に開口部を通過して対向側の車線に安全に非常時に開口部を通過して対向側の車線に安全に

　　移行できることを考慮して設定移行できることを考慮して設定
　　・分離帯幅員が・分離帯幅員が1.01.0mm～～2.0m2.0mのときのとき4040mm程度程度

　　・分離帯幅員が・分離帯幅員が3.03.0mmのときのとき5050mm程度程度　　　　

■中央帯開口部の構造等■中央帯開口部の構造等

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－４　付加追越車線　　２－４　付加追越車線

◇付加追越車線◇付加追越車線
　　→低速車に追随する高速車を分離して走行させることを目的→低速車に追随する高速車を分離して走行させることを目的

■付加追越車線とゆずり車線の比較■付加追越車線とゆずり車線の比較

◇ゆずり車線◇ゆずり車線
　　→低速車を高速車から分離して通行させることを目的→低速車を高速車から分離して通行させることを目的

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－４　付加追越車線　　２－４　付加追越車線

◇付加追越車線の必要性◇付加追越車線の必要性
　　・適切な走行速度を確保し，高いｻｰﾋﾞｽ速度の提供のため・適切な走行速度を確保し，高いｻｰﾋﾞｽ速度の提供のため

　　・片側１車線の第・片側１車線の第11種の道路に必要に応じ設けるものとする種の道路に必要に応じ設けるものとする

　　　　※必要がある場合は，第※必要がある場合は，第22種･第種･第33種･第種･第44種の道路種の道路
　　　　　　　　についても設置可能についても設置可能

　　・道路交通法では・道路交通法では
　　　　→付加車線としてではなく，本線車線として扱われる車線→付加車線としてではなく，本線車線として扱われる車線

　　・交通量を担うための車線ではない・交通量を担うための車線ではない
　　　　→交通量による車線数を決定する際の車線とは考えない→交通量による車線数を決定する際の車線とは考えない　　　　
　　

■付加追越車線■付加追越車線

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－４　付加追越車線　　２－４　付加追越車線

◇付加追越車線の構造◇付加追越車線の構造
　　・道路の外側を本線，内側を付加追越車線として利用・道路の外側を本線，内側を付加追越車線として利用

　　・付加追越車線の幅員は，本線の幅員とする・付加追越車線の幅員は，本線の幅員とする

■付加追越車線■付加追越車線

◇付加追越車線の設置間隔◇付加追越車線の設置間隔
　　・設置間隔：・設置間隔：66～～1010kmkm，，設置延長設置延長:1.0:1.0kmkm～～1.5km1.5kmを標準を標準　　

　　66～～1010kmkm 66～～1010kmkm

1.01.0kmkm～～

　　　　1.5km1.5km

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－４　付加追越車線　　２－４　付加追越車線

◇ゆずり車線の設置の考え方◇ゆずり車線の設置の考え方
　　・・交通の安全性と円滑性確保の観点からは付加追越交通の安全性と円滑性確保の観点からは付加追越
　　車線の方が望ましい　　車線の方が望ましい

　→　→地形の状況等やむを得ない場合に設置地形の状況等やむを得ない場合に設置

◇ゆずり車線の特徴◇ゆずり車線の特徴
　　・すりつけ長が短くてすみ地形の状況に応じた柔軟な・すりつけ長が短くてすみ地形の状況に応じた柔軟な
　　運用が可能　　運用が可能

　　・低速車が高速車に合流するため合流点での安全性・低速車が高速車に合流するため合流点での安全性
　　に問題がないよう配慮が必要　　に問題がないよう配慮が必要

■ゆずり車線■ゆずり車線

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－５　路肩　　２－５　路肩

2.00第 4 級
0.75

第 3 級

1.25
1.75

2.50

第 2 級第
1
種

規定値特例値規定値別

右　側左　　側級 別種

路肩(保護路肩を除く)の最低幅員（単位：m）

◇分離片側１車線の第１種の道路◇分離片側１車線の第１種の道路
・規定値→・規定値→故障等により左側路肩に停車しても，故障等により左側路肩に停車しても，

　　　　　　　　　　　　　　他の大型車が通行できる幅員を確保他の大型車が通行できる幅員を確保

・特例値→小型車が本線車線にはみ出すことなく路肩内・特例値→小型車が本線車線にはみ出すことなく路肩内
　　　　　　 　　　で停車可能な幅員を確保　　　で停車可能な幅員を確保

■普通道路の路肩の幅員■普通道路の路肩の幅員
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　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－５　路肩　　２－５　路肩

■普通道路の路肩の幅員■普通道路の路肩の幅員

0.50.5ｍのすれ違い幅を確保ｍのすれ違い幅を確保

0.250.25ｍの右側ｍの右側側方側方余裕を確保余裕を確保

◇分離片側１車線の第１種の道路◇分離片側１車線の第１種の道路

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－５　路肩　　２－５　路肩

◇幹線道路で歩行者･自転車の交通量が特に少ない場合◇幹線道路で歩行者･自転車の交通量が特に少ない場合
　→路肩を歩行者や自転車の通行空間とすることができる　→路肩を歩行者や自転車の通行空間とすることができる
　　　　
　　
　　※※この場合半路肩ないしはそれ以上の路肩幅員をこの場合半路肩ないしはそれ以上の路肩幅員を
　　　　設けることが望ましい設けることが望ましい
　　　　　　　　　　

　　　　

■普通道路の路肩の幅員■普通道路の路肩の幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－５　路肩　　２－５　路肩

◇第１種，第２種の道路◇第１種，第２種の道路
　　・走行安全上必要な幅員を確保・走行安全上必要な幅員を確保　　　　　　　　　　　　　　

■小型道路の路肩の幅員■小型道路の路肩の幅員

0.501.00第２種

0.750.501.00第3,4級

1.000.751.25第1,2級第１種

トンネル右　側左　側

路肩(保護路肩を除く)の最低幅員
（単位:ｍ)級　別種　別

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－５　路肩　　２－５　路肩

0.50第3,4級

0.75
1.25

第２級第
１
種

右　側左　側

路肩(保護路肩を除く)の最低幅員
(単位:ｍ)級　別

種
別

◇分離片側１車線の第１種の道路◇分離片側１車線の第１種の道路
　普通道路と同様に故障車停車時の通りぬけを考慮　普通道路と同様に故障車停車時の通りぬけを考慮
　して設定　して設定　　　　　　

■小型道路の路肩の幅員■小型道路の路肩の幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－５　路肩　　２－５　路肩

■小型道路の路肩の幅員■小型道路の路肩の幅員

0.5ｍのすれ違い幅を確保

0.25ｍの右側側方余裕を確保

◇分離片側１車線の第１種の道路◇分離片側１車線の第１種の道路　　　　　　

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－５　路肩　　２－５　路肩

◇第３種，第４種の道路◇第３種，第４種の道路
　　・第３種の道路の左側路肩・第３種の道路の左側路肩

　　　　→→普通道路の左側路肩の特例値以上普通道路の左側路肩の特例値以上

　　・第４種の道路の左側路肩ならびに・第４種の道路の左側路肩ならびに
　　第３　　第３,,４種の道路の右側路肩４種の道路の右側路肩
　　　　→→普通道路と同様の路肩幅員以上普通道路と同様の路肩幅員以上　　　　　　　　　　　　　　

■小型道路の路肩の幅員■小型道路の路肩の幅員

0.500.50第1,2,3級第４種

0.500.50第2,3,4級

0.500.500.75第１級第３種

トンネル右　側左　側

路肩(保護路肩を除く)の最低幅員（単位:ｍ)
級　別種　別



19

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

第１０条　第１０条　自動車及び自転車の交通量が多い自動車及び自転車の交通量が多い･･････道路道路には、自転車には、自転車
道を道路の道を道路の各側に設ける各側に設けるものとする。ただし、地形の状況その他ものとする。ただし、地形の状況その他
の特別の理由によりやむを得ない場合においては、この限りでなの特別の理由によりやむを得ない場合においては、この限りでな
い。い。

２　２　自転車の交通量が多い自転車の交通量が多い･･････道路道路又は又は自動車及び歩行者の交通自動車及び歩行者の交通
量が多い量が多い･･････道路道路･･･には、安全かつ円滑な交通を確保するため･･･には、安全かつ円滑な交通を確保するため
自転車の通行を分離する自転車の通行を分離する必要がある場合必要がある場合においては、自転車道においては、自転車道
を道路のを道路の各側に設ける各側に設けるものとする。ただし、地形の状況その他のものとする。ただし、地形の状況その他の
特別の理由によりやむを得ない場合においては、この限りでない。特別の理由によりやむを得ない場合においては、この限りでない。

３　自転車道の３　自転車道の幅員幅員は、は、 ２メートル以上とする２メートル以上とするものとする。ただし、地ものとする。ただし、地
形の状況その他の特別の理由により形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合やむを得ない場合においてにおいて
は、は、１．５メートルまで縮小することができる１．５メートルまで縮小することができる。。

５　自転車道の幅員は、当該道路の自転車の交通の状況を考慮し５　自転車道の幅員は、当該道路の自転車の交通の状況を考慮し
て定めるものとする。　て定めるものとする。　

■道路構造令規定の抜粋■道路構造令規定の抜粋
◇自転車道◇自転車道

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道
■■道路構造令道路構造令規定の抜粋規定の抜粋
◇自転車歩行者道◇自転車歩行者道

第１０条の２　第１０条の２　自動車の交通量が多い自動車の交通量が多い･･････道路（自転車道を設ける道路（自転車道を設ける
道路を除く。）道路を除く。）･･･には、自転車歩行者道を道路の･･･には、自転車歩行者道を道路の各側に設ける各側に設ける
ものとする。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりものとする。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやや
むを得ない場合においては、この限りでないむを得ない場合においては、この限りでない。。

２　自転車歩行者道の２　自転車歩行者道の幅員幅員は、は、歩行者の交通量が多い道路歩行者の交通量が多い道路にあっにあっ
てはては４メートル以上４メートル以上、、その他の道路その他の道路にあってはにあっては３メートル以上と３メートル以上と
するするものとする。ものとする。

４　自転車歩行者道の４　自転車歩行者道の幅員は、当該道路の自転車及び歩行者の幅員は、当該道路の自転車及び歩行者の
交通の状況を考慮して定めるもの交通の状況を考慮して定めるものとする。　とする。　

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道
■■道路構造令道路構造令規定の抜粋規定の抜粋
◇歩道◇歩道
第１１条　第１１条　第４種（第４級を除く。）の道路第４種（第４級を除く。）の道路･･･、･･･、歩行者の交通量が多い歩行者の交通量が多い

第３種（第５級を除く。）の道路第３種（第５級を除く。）の道路･･･又は･･･又は自転車道を設ける第３種若自転車道を設ける第３種若
しくは第４種第４級の道路しくは第４種第４級の道路には、そのには、その各側に各側に歩道を歩道を設ける設けるものとすものとす
る。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ないる。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない
場合においては、この限りでない。場合においては、この限りでない。

２　２　第３種又は第４種第４級の道路第３種又は第４種第４級の道路･･･には、安全かつ円滑な交通を･･･には、安全かつ円滑な交通を
確保するため確保するため必要がある場合必要がある場合においては、においては、歩道を設ける歩道を設けるものとすものとす
る。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ないる。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない
場合においては、この限りでない。場合においては、この限りでない。

３　歩道の３　歩道の幅員幅員は、は、歩行者の交通量が多い道路歩行者の交通量が多い道路にあってはにあっては３．５メー３．５メー
トル以上トル以上、、その他の道路その他の道路にあってはにあっては２メートル以上とする２メートル以上とするものとすものとす
る。る。

５　歩道の幅員は、当該道路の歩行者の交通の状況を考慮して定め５　歩道の幅員は、当該道路の歩行者の交通の状況を考慮して定め
るものとする。　るものとする。　

■■道路構造令道路構造令規定の抜粋規定の抜粋
◇◇歩行者の滞留の用に供する部分歩行者の滞留の用に供する部分

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

第１１条の２　歩道、自転車歩行者道、自転車歩行者専用第１１条の２　歩道、自転車歩行者道、自転車歩行者専用
道路又は歩行者専用道路には、道路又は歩行者専用道路には、横断歩道、乗合自動車横断歩道、乗合自動車
停車所等に係る歩行者の滞留停車所等に係る歩行者の滞留により歩行者又は自転車により歩行者又は自転車
の安全かつ円滑なの安全かつ円滑な通行が妨げられない通行が妨げられないようにするためようにするため
必要がある場合必要がある場合においては、主としてにおいては、主として歩行者の滞留の歩行者の滞留の
用に供する部分を設ける用に供する部分を設けるものとする。ものとする。

◇交通機能、空間機能の存在◇交通機能、空間機能の存在
◇必要な機能の確保◇必要な機能の確保
◇車道とは独立したネットワークの形成◇車道とは独立したネットワークの形成
　・歩行者空間、自転車空間の検討　・歩行者空間、自転車空間の検討
　・連続性の確保　・連続性の確保
◇安全性の観点から歩行者、自転車、自動車の分離を◇安全性の観点から歩行者、自転車、自動車の分離を
考慮考慮
◇バリアフリー化　◇バリアフリー化　

■歩道、自転車道等（概説）■歩道、自転車道等（概説）

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

■■設置の考え方設置の考え方

・次の場合、・次の場合、両側両側に設ける（やむを得ない場合を除に設ける（やむを得ない場合を除
く）く）
　　-- 自動車及び自転車の交通量が多い自動車及び自転車の交通量が多い道路道路
　　-- 自転車の交通量が多い自転車の交通量が多い道路で、道路で、必要がある必要がある場合場合
　　-- 自動車及び歩行者の交通量が多い自動車及び歩行者の交通量が多い道路で、道路で、
　　　　必要がある必要がある場合場合

◇自転車道◇自転車道

・・自動車の交通量が多い自動車の交通量が多い道路（自転車道を設ける場道路（自転車道を設ける場
合を除く）には、合を除く）には、両側両側に設ける（やむを得ない場に設ける（やむを得ない場
合を除く）合を除く）

◇自転車歩行者道◇自転車歩行者道

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道
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■■設置の考え方設置の考え方

・次の場合、・次の場合、両側両側に設ける（やむを得ない場合を除く）に設ける（やむを得ない場合を除く）
　　-- 第４種第４種の道路（第４級を除く）の道路（第４級を除く）
　　-- 歩行者の交通量が多い第３種歩行者の交通量が多い第３種の道路の道路
　　（第５級を除く）　　（第５級を除く）
　　-- 自転車道を設ける第３種又は第４種第４級自転車道を設ける第３種又は第４種第４級の道路の道路
・・第３種又は第４種第４級第３種又は第４種第４級の道路には、の道路には、必要がある必要がある場場
合に設ける（やむを得ない場合を除く）合に設ける（やむを得ない場合を除く）

◇歩道◇歩道

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

◇地域特性（沿道の立地状況、気象条件等）◇地域特性（沿道の立地状況、気象条件等）
◇交通特性（歩行者の属性、利用形態等）　◇交通特性（歩行者の属性、利用形態等）　
◇ネットワーク特性（道路の種類等）◇ネットワーク特性（道路の種類等）

＋＋

道路構造決定の流れ道路構造決定の流れ道路構造決定の流れ道路構造決定の流れ
地域に適した道路構造

必要な道路の機能の明確化

ネットワーク特性

道路構造令の弾力的運用

地域特性 交通特性

も考慮も考慮

◇道路構造令では、歩行者、自転車、自動車の交通量◇道路構造令では、歩行者、自転車、自動車の交通量
　に応じて設置を判断する旨規定　に応じて設置を判断する旨規定

■■設置の考え方設置の考え方

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

・利用施設の位置等から歩行者、自転車の経路等を・利用施設の位置等から歩行者、自転車の経路等を
検討検討
・空間ネットワークの連続性の検討・空間ネットワークの連続性の検討

◇歩行者、自転車空間ネットワークの検討◇歩行者、自転車空間ネットワークの検討

◇歩道、自転車道等の設置◇歩道、自転車道等の設置

■■設置の考え方設置の考え方

　地域の状況等を考慮した対応　地域の状況等を考慮した対応

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

◇自動車交通量が多い幹線道路◇自動車交通量が多い幹線道路
・歩道、自転車道等を両側に設置・歩道、自転車道等を両側に設置

・ただし、山間部の第３種の道路であっても、民家・ただし、山間部の第３種の道路であっても、民家
等の立地がなく、集落等の連絡経路でない箇所は、等の立地がなく、集落等の連絡経路でない箇所は、
歩道等設置の必要性は低い歩道等設置の必要性は低い

■地域の状況等を考慮した歩道等の■地域の状況等を考慮した歩道等の設置設置

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

◇自動車交通量が少ない生活道路◇自動車交通量が少ない生活道路
・自動車交通の抑制により、良好な歩行空間を確保・自動車交通の抑制により、良好な歩行空間を確保
することが適切となる場合が多いすることが適切となる場合が多い
・歩道、自転車道等の設置の必要性は低い・歩道、自転車道等の設置の必要性は低い

・ただし、通学路等、安全に関して特別な配慮を要・ただし、通学路等、安全に関して特別な配慮を要
する道路であれば、片側のみであっても設置するする道路であれば、片側のみであっても設置する
方がよい方がよい

■地域の状況等を考慮した歩道等の■地域の状況等を考慮した歩道等の設置設置

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

■交通量別の歩道設置状況■交通量別の歩道設置状況

17,25117,251２６２６２９２９４５４５10,00010,000以上以上
41,44641,446４８４８３５３５１７１７3,0003,000～～9,9999,999
40,18340,183７１７１２３２３５５1,0001,000～～2,9992,999
21,53321,533８５８５１３１３２２500500～～ 999999
26,26426,264９３９３６６２２500500未満未満

延長延長
((㎞㎞))

歩道なし歩道なし
（％）（％）

片側歩道片側歩道
（％）（％）

両側歩道両側歩道
（％）（％）

１２時間歩行者類交通量１２時間歩行者類交通量
１００１００ ((人人/12/12h)h)未満未満

１２時間１２時間
自動車交通量自動車交通量
((台台/12/12h)h)

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道
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4,6194,619８８１０１０８２８２10,00010,000以上以上
2,0302,030３６３６２２２２４１４１3,0003,000～～9,9999,999
353353７１７１１４１４１４１４1,0001,000～～2,9992,999
5555９０９０６６３３500500～～ 999999
44７３７３２５２５２２500500未満未満

延長延長
((㎞㎞))

歩道なし歩道なし
（％）（％）

片側歩道片側歩道
（％）（％）

両側歩道両側歩道
（％）（％）

１２時間歩行者類交通量１２時間歩行者類交通量
５００５００ ((人人/12/12h)h)以上以上

１２時間１２時間
自動車交通量自動車交通量
((台台/12/12h)h)

■交通量別の歩道設置状況■交通量別の歩道設置状況

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

■幅員■幅員

歩行者 自転車 車いす 杖使用者
シニアカー
(ハンドル形
電動車いす)

（上段:寸法/下段:占有幅、単位:ｍ）

0.75 1.0 1.0 1.01.2

0.5 0.6 0.63 0.9 0.7

◇◇基本的な寸法と占有幅基本的な寸法と占有幅

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

■幅員■幅員
◇自転車道◇自転車道

・・２ｍ以上２ｍ以上とする（とする（やむを得ないやむを得ない場合は、場合は、１．５ｍ１．５ｍ
まで縮小できるまで縮小できる））
・・路上施設を設ける路上施設を設ける場合は、場合は、建築限界を勘案建築限界を勘案して定して定
めるめる
・幅員は、その道路の・幅員は、その道路の自転車の交通の状況を考慮自転車の交通の状況を考慮しし
て定める　て定める　

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

■幅員■幅員
◇自転車歩行者道◇自転車歩行者道

・・歩行者の交通量が多い歩行者の交通量が多い道路は道路は４ｍ以上４ｍ以上、、その他その他のの
道路は道路は３ｍ以上３ｍ以上とするとする
・・路上施設等を設ける路上施設等を設ける場合場合は、は、上記の幅員に上記の幅員に、規定、規定
された路上施設等の幅員をされた路上施設等の幅員を加えた加えた幅員と幅員とする（第する（第
３種第５級又は第４種第４級の道路で、やむを得３種第５級又は第４種第４級の道路で、やむを得
ない場合を除く）ない場合を除く）
・幅員は、その道路の・幅員は、その道路の自転車及び歩行者の交通の状自転車及び歩行者の交通の状
況を考慮況を考慮して定めるして定める

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

■幅員■幅員
◇歩道◇歩道

・・歩行者の交通量が多い歩行者の交通量が多い道路は道路は３．５３．５ｍ以上ｍ以上、、そのその
他他の道路はの道路は２２ｍ以上ｍ以上とするとする
・・路上施設等を設ける路上施設等を設ける場合場合は、は、上記の幅員に上記の幅員に規定さ規定さ
れた路上施設等の幅員をれた路上施設等の幅員を加えた加えた幅員と幅員とする（第３する（第３
種第５級又は第４種第４級の道路で、やむを得な種第５級又は第４種第４級の道路で、やむを得な
い場合を除く）い場合を除く）
・幅員は、その道路の・幅員は、その道路の歩行者の交通の状況を考慮歩行者の交通の状況を考慮しし
て定めるて定める

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

■幅員■幅員

◇路上施設等を設ける場合に必要な幅員◇路上施設等を設ける場合に必要な幅員

◇交通の状況に応じた幅員◇交通の状況に応じた幅員

・交通量を考慮した幅員・交通量を考慮した幅員

・滞留機能のための幅員・滞留機能のための幅員

◇最小幅員◇最小幅員

・利用形態に応じた幅員・利用形態に応じた幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道
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■幅員■幅員
◇多様な利用形態とその占有幅◇多様な利用形態とその占有幅

３．０　３．０　家族４人で並んで歩く家族４人で並んで歩く
１．５～２．０１．５～２．０ウインドウショッピングをするウインドウショッピングをする
１．５～２．５１．５～２．５２人で話しながら歩く２人で話しながら歩く
１．５　１．５　視覚障害者が盲導犬と歩く視覚障害者が盲導犬と歩く
１．０　１．０　車いすを押して歩く車いすを押して歩く
１．０　１．０　両手に荷物を持って歩く両手に荷物を持って歩く
１．０　１．０　傘を差して歩く傘を差して歩く
０．７５０．７５乳母車を押して歩く乳母車を押して歩く

占有幅（ｍ）占有幅（ｍ）多様な利用形態多様な利用形態

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

自転車歩行者道の例自転車歩行者道の例自転車歩行者道の例自転車歩行者道の例

（単位：ｍ）

1.01.01.0
３．０

■幅員■幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

歩道の例（病院等の周辺）歩道の例（病院等の周辺）歩道の例（病院等の周辺）歩道の例（病院等の周辺）

 
0.750.750.750.75    1.001.001.001.00    0.750.750.750.75    1.001.001.001.00    

3.503.503.503.50    ３．５

（単位：ｍ）

0.75 1.00.751.0

■幅員■幅員
◇利用形態を勘案した幅員◇利用形態を勘案した幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

歩道の例（歩行者が少ない場所）歩道の例（歩行者が少ない場所）歩道の例（歩行者が少ない場所）歩道の例（歩行者が少ない場所）

(単位：ｍ)

1.001.001.001.00ｍｍｍｍ 1.001.001.001.00ｍｍｍｍ

2.002.002.002.00ｍｍｍｍ

1.01.0
２．０

■幅員■幅員
◇利用形態を勘案した幅員◇利用形態を勘案した幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

ⅰ）歩行者の安全かつ快適な通行を確保するため、ⅰ）歩行者の安全かつ快適な通行を確保するため、
多様な利用形態を勘案多様な利用形態を勘案し、商業地域、駅周辺などし、商業地域、駅周辺など
では、では、歩行者等の交通量歩行者等の交通量ややピーク時間特性ピーク時間特性、、歩行歩行
形態等を十分考慮形態等を十分考慮して、して、適切な幅員適切な幅員とするとする

◇留意事項◇留意事項
幅員の決定にあたっては、道路構造令に規定する最幅員の決定にあたっては、道路構造令に規定する最
小幅員を満たすほか、次の要件にも留意して小幅員を満たすほか、次の要件にも留意して適切な適切な
幅員幅員となるようにしなければならないとなるようにしなければならない

■幅員■幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

歩道の幅員歩道の幅員歩道の幅員歩道の幅員

ⅱ）歩行者等の移動円滑化のため、ⅱ）歩行者等の移動円滑化のため、有効幅員有効幅員をできをでき
るだけ連続してるだけ連続して確保確保するする

歩道

第11条第3項
の歩道幅員

歩道車道部

有効幅員 有効幅員

路上施設を設け
る場合の幅員

第11条第3項
の歩道幅員 ＋＋

車道部

◇留意事項◇留意事項
■幅員■幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道
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ⅲ）ⅲ）バス停付近バス停付近では、では、乗降客のための空間を確保乗降客のための空間を確保し、し、
歩行者等と交錯しないようにする歩行者等と交錯しないようにする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

バス停付近の例バス停付近の例バス停付近の例バス停付近の例

◇留意事項◇留意事項
■幅員■幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

ⅳ）ⅳ）都市部都市部では、では、都市施設として必要な幅員都市施設として必要な幅員（（道路道路
の美観の美観、、沿道環境の保全沿道環境の保全、、路上施設・地下埋設物路上施設・地下埋設物
の収用等の収用等）を有する必要がある）を有する必要がある
　　　　都市中心部におけるシンボルロードなど都市中心部におけるシンボルロードなど、空間、空間
機能に重要な役割を担う道路では、機能に重要な役割を担う道路では、緑豊かな幅広緑豊かな幅広
い歩道、自転車道等とするい歩道、自転車道等とすることが望ましいことが望ましい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シンボルとなる道路における歩道の例シンボルとなる道路における歩道の例シンボルとなる道路における歩道の例シンボルとなる道路における歩道の例

7.0 7.25 4.5 7.25 7.0 (単位：ｍ)

◇留意事項◇留意事項
■幅員■幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

ⅴ）交差点では、歩行者等の通行という本来の目的ⅴ）交差点では、歩行者等の通行という本来の目的
のほかに、のほかに、交差道路への見通し距離を増大交差道路への見通し距離を増大させ、させ、
交通の安全性に寄与するという効果に配慮する交通の安全性に寄与するという効果に配慮する

ⅵ）ⅵ）地方部等地方部等で、で、歩行者交通量が少ない場合歩行者交通量が少ない場合、道路、道路
構造令の最低幅員構造令の最低幅員２ｍの歩道２ｍの歩道とするとする
　　　　両側設置の必要がなければ両側設置の必要がなければ、、片側のみに設置片側のみに設置すす
るる
　　　　歩行者交通量が非常に少ない場合歩行者交通量が非常に少ない場合、、歩道を設置歩道を設置
しないこともできるしないこともできる

◇留意事項◇留意事項
■幅員■幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

ⅶ）ⅶ）トンネル部トンネル部において、において、歩行者交通量が少ない場歩行者交通量が少ない場
合合はは片側にのみ歩道を設置片側にのみ歩道を設置したり、したり、管理用通路の管理用通路の
みとするみとする

ⅷ）ⅷ）道路の交通の安全の保持に著しい支障がある小道路の交通の安全の保持に著しい支障がある小
区間区間についてについて応急措置応急措置として、歩道を新設する場として、歩道を新設する場
合、道路構造令合、道路構造令第３８条の小区間改築の特例を適第３８条の小区間改築の特例を適
用用して，して，２ｍ以下の幅員の歩道を設置することが２ｍ以下の幅員の歩道を設置することが
できるできる

◇留意事項◇留意事項
■幅員■幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

ⅸ）ⅸ）幹線道路幹線道路でで歩行者・自転車交通量が特に少ない歩行者・自転車交通量が特に少ない
場合場合、、路肩の幅員を半路肩ないしはそれ以上とす路肩の幅員を半路肩ないしはそれ以上とす
るることにより、歩行者や自転車の通行空間とすることにより、歩行者や自転車の通行空間とする
こともできることもできる

◇留意事項◇留意事項
■幅員■幅員

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

◇形状◇形状

マウントアップ形式

フラット形式

セミフラット形式

歩道等

歩道等

歩道等 車道部

車道部

車道部

■構造■構造

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道
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識別が容易識別が容易識別が困難な識別が困難な
ケースもあるケースもある

識別が容易識別が容易視覚障害者の視覚障害者の
歩車道境界の歩車道境界の
識別識別

流入のおそれ流入のおそれ
がないがない

流入のおそれ流入のおそれ
があるがある

流入のおそれ流入のおそれ
がほとんどながほとんどな
いい

車道面から歩車道面から歩
道面への雨水道面への雨水
の流入の流入

勾配が生じる勾配が生じる勾配が生じな勾配が生じな
いい

勾配が生じな勾配が生じな
いい

すりつけ勾配すりつけ勾配
の発生の発生

マウントアッマウントアッ
プ形式プ形式

フラット形式フラット形式セミフラットセミフラット
形式形式

セミフラット形式の採用が基本セミフラット形式の採用が基本

歩道等の形式の特徴歩道等の形式の特徴

◇形状◇形状
■構造■構造

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

■■歩行者の滞留の用に供する部分歩行者の滞留の用に供する部分
　　歩道等歩道等には、には、必要がある必要がある場合に、場合に、歩行者の滞留の歩行者の滞留の
用に供する部分を設ける用に供する部分を設ける

（（横断歩道、バス停等横断歩道、バス停等に係るに係る歩行者の滞留歩行者の滞留により、により、
歩行者又は自転車の安全かつ円滑な歩行者又は自転車の安全かつ円滑な通行を妨げな通行を妨げな
いいことを目的とする）ことを目的とする）

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

交差点の横断歩道付近の例交差点の横断歩道付近の例交差点の横断歩道付近の例交差点の横断歩道付近の例

■■歩行者の滞留の用に供する部分歩行者の滞留の用に供する部分

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

◇◇自転車歩行者道は、自転車歩行者道は、道路交通法上は道路交通法上は普通自転車の歩普通自転車の歩
道通行可道通行可として扱われるとして扱われる

◇◇歩行者の通行に支障がなく歩行者の通行に支障がなく、かつ、かつ自転車の通行に危自転車の通行に危
険がない険がないと認められる場合で、かつ歩道と認められる場合で、かつ歩道幅員が２ｍ幅員が２ｍ
以上以上（（橋梁橋梁、高架の道路、、高架の道路、トンネル等トンネル等内で特に必要内で特に必要
がある場合はがある場合は１．５ｍ以上１．５ｍ以上）の場合は、）の場合は、自転車の通自転車の通
行が可能行が可能

◇◇自転車歩行者道において、自転車通行可とするため自転車歩行者道において、自転車通行可とするため
には、都道府県公安委員会によるには、都道府県公安委員会による交通規制交通規制が必要が必要

■■道路交通法との関係道路交通法との関係

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道　　２－７　自転車道、自転車歩行者道および歩道

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－９　植樹帯　　２－９　植樹帯

◇植樹帯の設置範囲の見直し◇植樹帯の設置範囲の見直し
　　→第４種第２級の道路についても植樹帯を設ける→第４種第２級の道路についても植樹帯を設ける
　　ように改正　　ように改正

◇植樹帯の幅員◇植樹帯の幅員
　　・都市や地域の骨格となる道路・都市や地域の骨格となる道路
　　　　→地域特性に見合った空間機能の確保の観点から→地域特性に見合った空間機能の確保の観点から
　　　　　　　　広い道路幅員が必要広い道路幅員が必要

　→　→標準値標準値(1.5(1.5m)m)よりも広い植樹帯の設置が望ましいよりも広い植樹帯の設置が望ましい

■植樹帯の設置■植樹帯の設置

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－９　植樹帯　　２－９　植樹帯

◇留意事項◇留意事項
　　・交差点近傍部などにおいて安全な通行を・交差点近傍部などにおいて安全な通行を確保するた確保するた
　　　　めめ必要な視界を妨げないよう，見通しに必要な視界を妨げないよう，見通しに必要な必要な空間空間をを

　　　　確保確保

　　・連続的に植樹帯を設置した区間には，線形が厳しい・連続的に植樹帯を設置した区間には，線形が厳しい
　　区間等を除いて一般に車道側の防護柵を設置する　　区間等を除いて一般に車道側の防護柵を設置する
　　必要はない　　必要はない　　

　　　　

■植樹帯の設置■植樹帯の設置
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　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－１０　副道　　２－１０　副道

　　・取付道路を集約し本線の円滑化を図る場合・取付道路を集約し本線の円滑化を図る場合

　　・遮音壁を連続して設ける必要があるため，沿道への・遮音壁を連続して設ける必要があるため，沿道への
　自由な出入りができなくなる場合に沿道への出入りを　自由な出入りができなくなる場合に沿道への出入りを
　確保するため　確保するため

　　・・市街地形成や防災などの空間機能を確保するため市街地形成や防災などの空間機能を確保するため　　

■副道の設置■副道の設置

◇横断面構成要素として軌道敷を追加◇横断面構成要素として軌道敷を追加

　　・専ら路面電車の通行の用に供することを目的とする・専ら路面電車の通行の用に供することを目的とする

　　軌道敷を新たに道路の部分として位置付ける　　軌道敷を新たに道路の部分として位置付ける　　　　

■軌道敷■軌道敷

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－１２　軌道敷および路面電車停留場　　２－１２　軌道敷および路面電車停留場

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－１２　軌道敷および路面電車停留場　　２－１２　軌道敷および路面電車停留場

・道路中央に設置・道路中央に設置
　　→停留場における路面電車利用者の安全性→停留場における路面電車利用者の安全性,,右折車の処理右折車の処理

・道路中央以外に設置・道路中央以外に設置
　　→沿道ｱｸｾｽや駐停車車両等の沿道利用→沿道ｱｸｾｽや駐停車車両等の沿道利用,,平面交差点の交通処理平面交差点の交通処理

■軌道敷の設置■軌道敷の設置

道路の中央に設置した例 　道路片側に設置した例

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－１２　軌道敷および路面電車停留場　　２－１２　軌道敷および路面電車停留場

◇標準的な路面電車の車両幅に側方余裕を加えた値として設定◇標準的な路面電車の車両幅に側方余裕を加えた値として設定

　　・・単線の場合：３ｍ単線の場合：３ｍ　　　　　　　　　　　　・・複線の場合：６ｍ複線の場合：６ｍ

■軌道敷の幅員■軌道敷の幅員

：３ｍ ：６ｍ

単線の軌道敷幅員：３ｍ単線の軌道敷幅員：３ｍ単線の軌道敷幅員：３ｍ単線の軌道敷幅員：３ｍ 複線の軌道敷幅員：６ｍ複線の軌道敷幅員：６ｍ複線の軌道敷幅員：６ｍ複線の軌道敷幅員：６ｍ

側方余裕 側方余裕

車両幅 車両幅

　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　　２－１２　軌道敷および路面電車停留場　　２－１２　軌道敷および路面電車停留場

◇安全上必要と判断される場合は，交通島を設置◇安全上必要と判断される場合は，交通島を設置
　　

◇交差点部における停留場の設置位置◇交差点部における停留場の設置位置
　　→利用者の利便性･安全性，車線の確保，線形の円滑性→利用者の利便性･安全性，車線の確保，線形の円滑性
　　等の観点から判断　　等の観点から判断　　　　

■路面電車停留場設置時の留意事項■路面電車停留場設置時の留意事項

停留場を交差点の先に設置 停留場を交差点の手前に設置

ⅢⅢ　道路の構造　道路の構造

第３章　線形および視距第３章　線形および視距
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　第３章　線形および視距　第３章　線形および視距
　　３－１　概　説　　３－１　概　説

■線形設計の基本■線形設計の基本

　◇　◇線形設計の原則的事項線形設計の原則的事項

　◇　◇平面線形の設計平面線形の設計

　◇　◇縦断線形の設計縦断線形の設計

　◇平面線形と縦断線形の組合せ　◇平面線形と縦断線形の組合せ

第３章　線形および視距第３章　線形および視距第３章　線形および視距第３章　線形および視距第３章　線形および視距第３章　線形および視距第３章　線形および視距第３章　線形および視距

■平面線形の設計の留意点■平面線形の設計の留意点

　・　・長い直線をできるだけ避ける長い直線をできるだけ避ける

　・連続した円曲線相互の曲線半径の比を適切にする　・連続した円曲線相互の曲線半径の比を適切にする

　・緩和曲線は前後の円曲線の半径とバランスさせる　・緩和曲線は前後の円曲線の半径とバランスさせる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 直線長の標準的限界直線長の標準的限界直線長の標準的限界直線長の標準的限界

透視図による線形評価透視図による線形評価透視図による線形評価透視図による線形評価　　　　　　　　

1,5001,5001,5001,500

～～～～400400400400

2,0002,0002,0002,000

～～～～600600600600

2,5002,5002,5002,500

～～～～800800800800

3,0003,0003,0003,000

～～～～1,0001,0001,0001,000

直線長直線長直線長直線長

（（（（mmmm））））

6060606080808080100100100100120120120120
設計速度設計速度設計速度設計速度

（（（（km/hkm/hkm/hkm/h））））

　第３章　線形および視距　第３章　線形および視距
　　３－１　概　説　　３－１　概　説

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１　概　説　　３－１　概　説

　　■平面線形の避けるべき組合せ■平面線形の避けるべき組合せ

　　　　・・同方向に屈曲する曲線の間に短い直線を入れる同方向に屈曲する曲線の間に短い直線を入れる

　　　　　　 （ブロークンバックカーブ）（ブロークンバックカーブ）

　　・長い直線の終端に曲線半径が短い円曲線を入れる　　・長い直線の終端に曲線半径が短い円曲線を入れる

　　・道路交角が小さい場合に曲線長が短い円曲線を入　　・道路交角が小さい場合に曲線長が短い円曲線を入

れるれる

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１　概　説　　３－１　概　説

　　　　

　　　ブロークンバックカーブブロークンバックカーブブロークンバックカーブブロークンバックカーブ　　　直線区間を複合曲線直線区間を複合曲線直線区間を複合曲線直線区間を複合曲線

で置換えた場合で置換えた場合で置換えた場合で置換えた場合

　　　　同方向の曲線間の直線の使用同方向の曲線間の直線の使用同方向の曲線間の直線の使用同方向の曲線間の直線の使用　　　　

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１　概　説　　３－１　概　説

■縦断線形の避けるべき組合せ■縦断線形の避けるべき組合せ

　　・・同方向に屈曲する縦断曲線の間に短い直線を入れる同方向に屈曲する縦断曲線の間に短い直線を入れる

　　　　 （ブロークンバックカーブ）（ブロークンバックカーブ）

　・短区間で凹凸を繰り返す縦断線形　・短区間で凹凸を繰り返す縦断線形

　・サグ部に大きな縦断曲線を入れる　・サグ部に大きな縦断曲線を入れる

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１　概　説　　３－１　概　説

　　　　

　　　　

ブロークンバックカーブブロークンバックカーブブロークンバックカーブブロークンバックカーブ　　　直線区間を縦断曲線直線区間を縦断曲線直線区間を縦断曲線直線区間を縦断曲線
　　　　　　　　　　　　　　で置換えた場合　　　　　　　　　　　　　　で置換えた場合　　　　　　　　　　　　　　で置換えた場合　　　　　　　　　　　　　　で置換えた場合

図　同方向の曲線間の直線の使用図　同方向の曲線間の直線の使用図　同方向の曲線間の直線の使用図　同方向の曲線間の直線の使用
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　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１　概　説　　３－１　概　説

　　　　

((((ａａａａ))))小さい凹凸の繰り返し小さい凹凸の繰り返し小さい凹凸の繰り返し小さい凹凸の繰り返し　　　((((ｂｂｂｂ))))大きい凹凸の繰り返し大きい凹凸の繰り返し大きい凹凸の繰り返し大きい凹凸の繰り返し

短区間での凹凸の繰り返し短区間での凹凸の繰り返し短区間での凹凸の繰り返し短区間での凹凸の繰り返し　　　　　　　　

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１　概　説　　３－１　概　説
　　　　

　　　　

前頁に示す縦断線形の改良例前頁に示す縦断線形の改良例前頁に示す縦断線形の改良例前頁に示す縦断線形の改良例

(ａ）切り盛りの均衡を保ちなａ）切り盛りの均衡を保ちなａ）切り盛りの均衡を保ちなａ）切り盛りの均衡を保ちな

　　がら凸部を削除した例　　がら凸部を削除した例　　がら凸部を削除した例　　がら凸部を削除した例

(ｂ）切り盛りの均衡を保ちながらｂ）切り盛りの均衡を保ちながらｂ）切り盛りの均衡を保ちながらｂ）切り盛りの均衡を保ちながら

　　中央の縦断勾配を前後の勾　　中央の縦断勾配を前後の勾　　中央の縦断勾配を前後の勾　　中央の縦断勾配を前後の勾
　　配と同方向に変更した例　　配と同方向に変更した例　　配と同方向に変更した例　　配と同方向に変更した例

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１　概　説　　３－１　概　説

■平面線形と縦断線形の避けるべき組合せ■平面線形と縦断線形の避けるべき組合せ

　　・・急な平面曲線と急な縦断勾配を組み合わせた線形急な平面曲線と急な縦断勾配を組み合わせた線形
　　とすること　　とすること

　・下り勾配で直線の先に急な平面曲線を接続すること　・下り勾配で直線の先に急な平面曲線を接続すること

　　　　

　　　　 道路線形別事故率　　　道路線形別事故率　　　道路線形別事故率　　　道路線形別事故率　　　 道路線形別事故率道路線形別事故率道路線形別事故率道路線形別事故率
　　　　 （高速自動車国道）　　（一般国道指定区間単路部（高速自動車国道）　　（一般国道指定区間単路部（高速自動車国道）　　（一般国道指定区間単路部（高速自動車国道）　　（一般国道指定区間単路部））））

縦断勾配（％）曲線半径（ｍ）
曲線半径（ｍ）

下り勾配（％）
下り勾配（％）

下り勾配（％）上り勾配（％）

事
故

率
（
件

／
億

台
キ
ロ
）
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率
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　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－２　車道の屈曲部　　３－２　車道の屈曲部

　　

（車道の屈曲部）（車道の屈曲部）

第第1414条　車道の屈曲部は，曲線形とするものとする。条　車道の屈曲部は，曲線形とするものとする。

　ただし，緩和区間（車両の走行を円滑ならしめるため　ただし，緩和区間（車両の走行を円滑ならしめるため

　に車道の屈曲部に設けられる一定の区間をいう。以　に車道の屈曲部に設けられる一定の区間をいう。以

　　下同じ。）下同じ。）又は第又は第3131条の条の22の規定により設けられる屈の規定により設けられる屈

　曲部　曲部については，この限りでない。については，この限りでない。

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－３　曲線半径　　３－３　曲線半径

　　　　

　　　　曲線半径と死傷事故率の関係曲線半径と死傷事故率の関係曲線半径と死傷事故率の関係曲線半径と死傷事故率の関係
　（一般国道指定区間単路部の平坦区間　（一般国道指定区間単路部の平坦区間　（一般国道指定区間単路部の平坦区間　（一般国道指定区間単路部の平坦区間））））

曲線半径（ｍ）

■車両車線逸脱による事故類型　■その他事故類型

死
傷
事

故
率

（
件
／

億
台

キ
ロ
）

■適用の際の注意■適用の際の注意
道路構造令に規定されているからといって、小さな道路構造令に規定されているからといって、小さな

曲線半径を安易に使用することは避けるべき。曲線半径を安易に使用することは避けるべき。

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－５　曲線部の片勾配　　３－５　曲線部の片勾配

　　■曲線半径に対応した片勾配の値■曲線半径に対応した片勾配の値

　想定される自動車の走行実態に基づき不都合のな　想定される自動車の走行実態に基づき不都合のな

い範囲で片勾配の値を変更できる。い範囲で片勾配の値を変更できる。
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　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－６　曲線部の拡幅　　３－６　曲線部の拡幅

　　■曲線部の拡幅量■曲線部の拡幅量

小型道路の規定を追加小型道路の規定を追加

　　　　　　　　　　　　小型道路の拡幅量小型道路の拡幅量小型道路の拡幅量小型道路の拡幅量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲線半径と拡幅量曲線半径と拡幅量曲線半径と拡幅量曲線半径と拡幅量　　　　　　　　

０．７５０．７５０．７５０．７５１５　　　　２２１５　　　　２２１５　　　　２２１５　　　　２２

０．５００．５００．５００．５０２２　　　　４４２２　　　　４４２２　　　　４４２２　　　　４４

０．２５０．２５０．２５０．２５４４４４４４４４以上以上以上以上　５５　５５　５５　５５未満未満未満未満

拡幅量（ｍ）拡幅量（ｍ）拡幅量（ｍ）拡幅量（ｍ）
＊１車線当たり＊１車線当たり＊１車線当たり＊１車線当たり

曲線半径（ｍ）曲線半径（ｍ）曲線半径（ｍ）曲線半径（ｍ）

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
曲線半径（ｍ）

拡
幅
量
（
ｍ
）

小型道路

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－６　曲線部の拡幅　　３－６　曲線部の拡幅

■設計の際の注意■設計の際の注意

　　拡幅の設計には、道路の中心線に対して内側と外側　　拡幅の設計には、道路の中心線に対して内側と外側

　に拡幅する方法（両側拡幅）と、道路中心線に対して　に拡幅する方法（両側拡幅）と、道路中心線に対して

　内側に拡幅する方法（内側拡幅）とがある。　内側に拡幅する方法（内側拡幅）とがある。

　　【留意点】　　【留意点】

　　　両側拡幅：曲線部の外側の車線が接線方向よりも　　　両側拡幅：曲線部の外側の車線が接線方向よりも

　　　　 　　　　　　はみだすような線形は避ける　　　　　　はみだすような線形は避ける

　　　内側拡幅：道路中心線と測量中心線がずれるので、　　　内側拡幅：道路中心線と測量中心線がずれるので、

　　　　　　　　　　道路中心線を縦断計画高にあわせる　　　　　　　　　　道路中心線を縦断計画高にあわせる

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－６　曲線部の拡幅　　３－６　曲線部の拡幅

曲線部の拡幅方法（２車線の場合）曲線部の拡幅方法（２車線の場合）曲線部の拡幅方法（２車線の場合）曲線部の拡幅方法（２車線の場合）

（ａ）両側拡幅

＊道路中心線は測量
　　　中心線と同じ

（ｂ）片側拡幅

＊道路中心線は測量
　　　　中心線の内側

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１０　縦断勾配　　３－１０　縦断勾配

　　■■小型道路の縦断勾配の追加小型道路の縦断勾配の追加

　　【縦断勾配の基準算定に用いた車両性能】　　【縦断勾配の基準算定に用いた車両性能】

　　　・普通トラック　　　・普通トラック ：：0.760.76W/N(10PS/t) W/N(10PS/t) 　　　　　　普通道路の普通道路の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縦断勾配　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縦断勾配

　　　・　　　・大型トレーラ：大型トレーラ：0.530.53W/N(7PS/t)W/N(7PS/t)

　　　・　　　・乗用車　乗用車　 　　：　　：3.03.0W/N(40PS/t)W/N(40PS/t)

・・小型貨物車小型貨物車 ：：1.61.6W/N(21PS/t)W/N(21PS/t)　　 　　　　　　小型道路の小型道路の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縦断勾配　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縦断勾配

　　　※　　　　※　小型自動車等として小型貨物車を追加小型自動車等として小型貨物車を追加

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１０　縦断勾配　　３－１０　縦断勾配

小型道路小型道路小型道路小型道路普通道路普通道路普通道路普通道路

　１１　１１　１１　１１

　　　　１０１０１０１０

　　９　　９　　９　　９

　　８　　８　　８　　８

　　７　　７　　７　　７

第４種第４種第４種第４種第１種第１種第１種第１種,,,,第２種第２種第２種第２種,,,,第３種第３種第３種第３種

　　　　　１２　　　　　１２　　　　　１２　　　　　１２

　　　　　１１　　　　　１１　　　　　１１　　　　　１１

　　　　　１０　　　　　１０　　　　　１０　　　　　１０

　　　　　　９　　　　　　９　　　　　　９　　　　　　９

　　　　　　８　　　　　　８　　　　　　８　　　　　　８

　　　　　　７　　　　　　７　　　　　　７　　　　　　７

　　　　　　６　　　　　　６　　　　　　６　　　　　　６

　　　　　　５　　　　　　５　　　　　　５　　　　　　５

特例値特例値特例値特例値

９９９９

８８８８

７７７７

６６６６

５５５５

４４４４

３３３３

２２２２

規定値規定値規定値規定値

縦断勾配（％）縦断勾配（％）縦断勾配（％）縦断勾配（％）

　　　　 １２１２１２１２　　２０　　２０　　２０　　２０

　　　　 １１１１１１１１　　３０　　３０　　３０　　３０

　　　　 １０１０１０１０　　４０　　４０　　４０　　４０

　　　　　　　　 ９９９９　　５０　　５０　　５０　　５０

　　　　　　　　 ８８８８　　６０　　６０　　６０　　６０

　　　　　　　　 ７７７７　　８０　　８０　　８０　　８０

６６６６　１００　１００　１００　１００

５５５５
　　　　　　　　

　　　　　　　　 ４　４　４　４　
　１２０　１２０　１２０　１２０

特例値特例値特例値特例値規定値規定値規定値規定値

設計設計設計設計
速度速度速度速度

（ｋｍ（ｋｍ（ｋｍ（ｋｍ////ｈ）ｈ）ｈ）ｈ）

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１０　縦断勾配　　３－１０　縦断勾配

■歩道等への配慮■歩道等への配慮

車いすの安全な通行を考慮すると、歩道等の車いすの安全な通行を考慮すると、歩道等の

縦断勾配は５％（ただし、沿道の状況等によりや縦断勾配は５％（ただし、沿道の状況等によりや

むを得ない場合は８％）を超えないようにすることむを得ない場合は８％）を超えないようにすること

が望ましい。が望ましい。
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　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１１　登坂車線　　３－１１　登坂車線

　　

（登坂車線）（登坂車線）

第第2121条　条　普通普通道路の縦断勾配が５パーセント（高速自道路の縦断勾配が５パーセント（高速自

動車国道及び高速自動車国道以外の動車国道及び高速自動車国道以外の普通普通道路で道路で

設計速度が設計速度が11時間につき１００キロメートル以上のも時間につき１００キロメートル以上のも

のにあっては３パーセント）を超える車道には、必のにあっては３パーセント）を超える車道には、必

要に応じ、登坂車線を設けるものとする。要に応じ、登坂車線を設けるものとする。

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１１　登坂車線　　３－１１　登坂車線

■登坂車線の適用道路■登坂車線の適用道路

　　小型道路は，小型自動車等以外の自動車が混小型道路は，小型自動車等以外の自動車が混

入しない入しないことから，上り勾配の道路において，速度ことから，上り勾配の道路において，速度

の著しく低下する車両は想定されず，の著しく低下する車両は想定されず，本線上から本線上から

低速車を排除する必要性がない低速車を排除する必要性がないため，登坂車線のため，登坂車線の

規定は普通道路に限るものとする。規定は普通道路に限るものとする。

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１２　縦断曲線半径　　３－１２　縦断曲線半径

　　 サグ部においては，サグ部においては，過度に緩やかなサグ部の縦断過度に緩やかなサグ部の縦断

線形が速度低下による渋滞発生の原因線形が速度低下による渋滞発生の原因とならないよう，とならないよう，

適切な縦断曲線や縦断勾配を用いる適切な縦断曲線や縦断勾配を用いるとともに，とともに，サグ部サグ部

が見通せるような視認性も考慮が見通せるような視認性も考慮した設計とすることがした設計とすることが

望ましい。望ましい。

サグ部で渋滞が発生する仕組みサグ部で渋滞が発生する仕組みサグ部で渋滞が発生する仕組みサグ部で渋滞が発生する仕組み

■サグ部における留意点■サグ部における留意点

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１３　横断勾配　　３－１３　横断勾配

　　

（横断勾配）（横断勾配）

第第2424条　車道，中央帯（分離帯を除く。）及び車道に接続条　車道，中央帯（分離帯を除く。）及び車道に接続

する路肩には，片勾配を付する場合を除き，路面の種する路肩には，片勾配を付する場合を除き，路面の種

類に応じ，次の表の右欄に掲げる値を標準として横断類に応じ，次の表の右欄に掲げる値を標準として横断

勾配を付するものとする。勾配を付するものとする。

　　

　　　　　　　３　　以上　　　　　　　３　　以上
　　　　　　　５　　以下　　　　　　　５　　以下

そ　　　　　の　　　　　他そ　　　　　の　　　　　他

　　　　　　　１．５以上　　　　　　　１．５以上
　　　　　　　２　　以下　　　　　　　２　　以下

前条第２項に規定する前条第２項に規定する
基準に適合する舗装道基準に適合する舗装道

横断勾配横断勾配
（単位　パーセント）（単位　パーセント）

路　面　の　種　類路　面　の　種　類

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１３　横断勾配　　３－１３　横断勾配

　　

（横断勾配）（横断勾配）

　　２　歩道又は自転車道等には，２パーセントを標準とし２　歩道又は自転車道等には，２パーセントを標準とし

て横断勾配を附するものとする。て横断勾配を附するものとする。

３　前条第３　前条第33項本文に規定する構造の舗装道にあって項本文に規定する構造の舗装道にあって

は，気象状況等を勘案して路面の排水に支障がない場は，気象状況等を勘案して路面の排水に支障がない場

合においては，横断勾配を付さず，又は縮小することが合においては，横断勾配を付さず，又は縮小することが

できる。できる。

　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１３　横断勾配　　３－１３　横断勾配

　　

■車道部の横断勾配■車道部の横断勾配

・横断勾配の標準値は１．５％～２．０％・横断勾配の標準値は１．５％～２．０％

・・特に降雨が多い地域または設計速度の高い広幅特に降雨が多い地域または設計速度の高い広幅

員道路では、排水に十分考慮した横断勾配を確員道路では、排水に十分考慮した横断勾配を確
保することが重要保することが重要

・ヨーロッパ主要国の標準横断勾配は全て２・ヨーロッパ主要国の標準横断勾配は全て２..５％５％

・・アメリカは２アメリカは２..０％であるが、降雨の多い地域では２０％であるが、降雨の多い地域では２..
５％まで大きくしてもよいとしている５％まで大きくしてもよいとしている
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　第３章　線形および視距　　第３章　線形および視距　
　　３－１３　横断勾配　　３－１３　横断勾配

■歩道等の横断勾配■歩道等の横断勾配

・歩道、自転車道および自転車歩行者道の横断勾・歩道、自転車道および自転車歩行者道の横断勾

配の値は配の値は1.51.5～～2.52.5％程度が適当である％程度が適当である

・車いすの通行に配慮が必要な重点整備地区（交・車いすの通行に配慮が必要な重点整備地区（交

通バリアフリー法第２条第７項）等の横断勾配は、通バリアフリー法第２条第７項）等の横断勾配は、

透水性舗装等を用いて１％以下とする透水性舗装等を用いて１％以下とする

・重点整備地区以外においても高齢者、身体障害・重点整備地区以外においても高齢者、身体障害

者等の通行が多いことが将来的にも予想される者等の通行が多いことが将来的にも予想される

箇所等については同様とすることが望ましい箇所等については同様とすることが望ましい

ⅢⅢ　道路の構造　道路の構造

第４章　平面交差第４章　平面交差

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－１　概説４－１　概説

　わが国の交通事故の　わが国の交通事故の約６割約６割は交差点で発生は交差点で発生

９３７９３７
１８１８
３８５３８５
５３４５３４

件数（千件）件数（千件）

２２その他その他
１００１００合　計合　計

４１４１単　路単　路
５７５７交差点内・交差点付近交差点内・交差点付近

割合（％）割合（％）道路形状道路形状
道路形状別交通事故件数道路形状別交通事故件数((平成平成1414年年))

　平面交差の計画・設計において、安全性の確保に十分　平面交差の計画・設計において、安全性の確保に十分
配慮配慮

■■幾何構造と交通安全　幾何構造と交通安全　

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－１　概説４－１　概説

付加車線付加車線設置による右左折交通の分離な設置による右左折交通の分離な
どど

不適切な導流化不適切な導流化

歩行者、自転車の歩行者、自転車のたまり空間たまり空間の確保などの確保など

交差点の交差点の見通し見通しやや視認性視認性に配慮した隅切に配慮した隅切
り・橋脚・植栽等の設置などり・橋脚・植栽等の設置など

単路部の設計速度に適合単路部の設計速度に適合する幾何構造のする幾何構造の
確保確保

鋭角交差鋭角交差・・多枝交差多枝交差・・変形交差変形交差のの回避回避
屈曲部屈曲部等での交差点等での交差点設置の回避設置の回避

道路幾何構造等による安全性確保策道路幾何構造等による安全性確保策

交差点の視認性の交差点の視認性の
不良不良

歩行者・自転車空歩行者・自転車空
間の機能不足間の機能不足

幾何構造と交通特幾何構造と交通特
性との不整合性との不整合

交差点形状等によ交差点形状等によ
る視認性の問題る視認性の問題

主な危険要因等主な危険要因等
危険要因等と道路幾何構造等による安全性確保策危険要因等と道路幾何構造等による安全性確保策

■■幾何構造と交通安全　幾何構造と交通安全　

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　４－３　平面交差点付近の線形　４－３　平面交差点付近の線形

　交差点での安全性と円滑性を確保のため　交差点での安全性と円滑性を確保のため

・・橋脚等の位置橋脚等の位置

・・従道路からの主道路に対する見通し従道路からの主道路に対する見通し

・植栽の樹種、位置、間隔、樹高・植栽の樹種、位置、間隔、樹高

■■交差点の視認距離と交差点内の見通し　交差点の視認距離と交差点内の見通し　

◇交差点、信号、道路標識等を確認できること◇交差点、信号、道路標識等を確認できること
　　　　　　　＋　　　　　　　＋
◇◇交差点内の見通し交差点内の見通しが確保できることが確保できること

◇通行する車両の安全と円滑の観点から、曲線半径と◇通行する車両の安全と円滑の観点から、曲線半径と
設計速度に応じた片勾配を付す設計速度に応じた片勾配を付す

◇◇片勾配が大きな曲線部の場合、交差道路の直進車両片勾配が大きな曲線部の場合、交差道路の直進車両
の安全性・快適性に問題の安全性・快適性に問題

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－３　平面交差点付近の線形４－３　平面交差点付近の線形

　　片勾配が大きな曲線部の平面交差点の設置は極力片勾配が大きな曲線部の平面交差点の設置は極力
避ける避ける

■■曲線部に平面交差を設ける場合の問題　曲線部に平面交差を設ける場合の問題　
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　　やむを得ず片勾配が大きな曲線部に平面交差を設けやむを得ず片勾配が大きな曲線部に平面交差を設け
る場合、る場合、
　信号交差点では　信号交差点では
◇第４種の道路における特例値の適用が考えられる◇第４種の道路における特例値の適用が考えられる
◇ただし、主道路における片勾配の局所的な変更は◇ただし、主道路における片勾配の局所的な変更は
好ましいことではないため、留意すべき好ましいことではないため、留意すべき

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－３　平面交差点付近の線形４－３　平面交差点付近の線形

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－４　平面交差点付近の横断構成４－４　平面交差点付近の横断構成

◇停車帯や停車可能な路肩を設置しないなど、◇停車帯や停車可能な路肩を設置しないなど、極力極力
車両の停車を抑制車両の停車を抑制

◇歩行者の◇歩行者の横断距離が長い横断距離が長い交差点では、歩行者の交差点では、歩行者の滞滞
留が可能な分離帯幅員の確保留が可能な分離帯幅員の確保またはまたは交通島の設置交通島の設置

◇◇歩道幅員の縮小歩道幅員の縮小は出来る限りは出来る限り回避回避

■■交差点付近における横断構成要素の留意点交差点付近における横断構成要素の留意点

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－４　平面交差点付近の横断構成　４－４　平面交差点付近の横断構成　

　　　　

右折車線長右折車線長右折車線長右折車線長

ｌｓ

Ｌ

ＬＬＬＬ＝＝＝＝ｌｌｌｌｄｄｄｄ＋＋＋＋ｌｌｌｌｓｓｓｓ

　　　　ＬＬＬＬ　　　　：右折車線長（ｍ）：右折車線長（ｍ）：右折車線長（ｍ）：右折車線長（ｍ）
　　　　ｌｌｌｌｄｄｄｄ：テーパ長（ｍ）：テーパ長（ｍ）：テーパ長（ｍ）：テーパ長（ｍ）
　　　　ｌｌｌｌｓｓｓｓ：滞留長（ｍ）：滞留長（ｍ）：滞留長（ｍ）：滞留長（ｍ）

ｌｄ

■■右折車線　右折車線　
◇滞留長（◇滞留長（ｌｌｓｓ）の計算式）の計算式
ｌｌｓｓ＝＝λλγγ××ＮＮ××ＳＳ（ｍ）（ｍ）
　　λλγγ：：右折車線長係数右折車線長係数
　　ＮＮ　　：１サイクル当たりの平均右折台数：１サイクル当たりの平均右折台数((台台//ｻｲｸﾙｻｲｸﾙ))
　　ＳＳ　　：：平均車頭間隔（ｍ）平均車頭間隔（ｍ）

（昭和（昭和5858年版では、年版では、ｌｌｓｓ＝＝1.51.5××ＮＮ××ＳＳ））

1.51.51.61.61.81.82.02.02.22.2右折車線長係数右折車線長係数λλγγ

1010以上以上88553322以下以下平均右折台数平均右折台数((台台//ｻｲｸﾙｻｲｸﾙ))
右折車線長係数右折車線長係数λλγγの値の値

・地形状況や沿道状況等によりやむを得ない場合、・地形状況や沿道状況等によりやむを得ない場合、λλγγ＝＝1.51.5
・・平均右折台数が表の中間値の場合、比例配分により係数を算出平均右折台数が表の中間値の場合、比例配分により係数を算出

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－４　平面交差点付近の横断構成　４－４　平面交差点付近の横断構成　

■■右折車線　右折車線　

　　第４章　平面交差第４章　平面交差
　　　　４－５　導流路、交通島および隅切り等４－５　導流路、交通島および隅切り等

改訂前改訂前改訂前改訂前

流入部で流入部で流入部で流入部で
隣接車線を使用隣接車線を使用隣接車線を使用隣接車線を使用

改訂後改訂後改訂後改訂後

流入部で流入部で流入部で流入部で
隣接車線を使用しない隣接車線を使用しない隣接車線を使用しない隣接車線を使用しない

■■通行方法通行方法

　　第４章　平面交差第４章　平面交差

■小型道路■小型道路
◇小型道路の車線の幅員◇小型道路の車線の幅員

（単位：ｍ）（単位：ｍ）

車線の種類車線の種類

道路の区分道路の区分

第第33級級
第第44級級

第第33級級
第第22級級
第第11級級

第第22級級
第第11級級

2.52.5
またはまたは
2.252.25
(2.0)(2.0)

付加車線付加車線
の 幅 員の 幅 員

　　２．７５　　２．７５
　　または　　または
　　２．５　　２．５

　　２．７５　　２．７５

　　３．０　　３．０

付加車線を設ける箇所付加車線を設ける箇所
の直進車線の幅員の直進車線の幅員

２．７５２．７５第第44種種

２．７５２．７５

３．０３．０

第第33種種

単 路 部 の単 路 部 の
車線の幅員車線の幅員

（　）は、都市部の右折車線におけるやむを得ない場合の縮小値（　）は、都市部の右折車線におけるやむを得ない場合の縮小値
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　　第４章　平面交差第４章　平面交差

■小型道路■小型道路
◇導流路の幅員◇導流路の幅員

　２．７５　２．７５１６　　～１６　　～
　３．０　３．０１２　　～１６１２　　～１６
　３．５　３．５　９　　～１２　９　　～１２
　４．０　４．０　８以上～　９未満　８以上～　９未満
導流路の幅員導流路の幅員導流路の外側半径導流路の外側半径

（単位：ｍ）（単位：ｍ）

　　第４章　平面交差第４章　平面交差

■小型道路■小型道路
◇通行方法◇通行方法
・交差点における右左折車の通行方法で、「小型道・交差点における右左折車の通行方法で、「小型道
路相互および普通道路と小型道路の交差」の表を路相互および普通道路と小型道路の交差」の表を
追加追加
・通行方法は「普通道路相互の交差」と同じ考え方・通行方法は「普通道路相互の交差」と同じ考え方

ⅢⅢ　道路の構造　道路の構造

第５章　立体交差第５章　立体交差

　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－２　立体交差の計画基準　　５－２　立体交差の計画基準

　　

（立体交差）（立体交差）

第第2828条　車線（登坂車線，屈折車線及び変速車線を除条　車線（登坂車線，屈折車線及び変速車線を除

く。）の数が４以上であるく。）の数が４以上である普通普通道路が相互に交差する道路が相互に交差する

場合においては，当該交差の方式は，立体交差とす場合においては，当該交差の方式は，立体交差とす

るものとする。ただし，交通の状況により不適当なとるものとする。ただし，交通の状況により不適当なと

き又は地形の状況その他の特別の理由によりやむき又は地形の状況その他の特別の理由によりやむ

を得ないときは，この限りでない。を得ないときは，この限りでない。

　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－２　立体交差の計画基準　　５－２　立体交差の計画基準

　　

（立体交差）（立体交差）

２２ 車線（屈折車線及び変速車線を除く。）の数が４以車線（屈折車線及び変速車線を除く。）の数が４以

上である小型道路が相互に交差する場合及び普通上である小型道路が相互に交差する場合及び普通

道路と小型道路が交差する場合においては、当該道路と小型道路が交差する場合においては、当該

交差の方式は、立体交差とするものとする。交差の方式は、立体交差とするものとする。

　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－２　立体交差の計画基準　　５－２　立体交差の計画基準

　　

■小型道路における■小型道路における計画基準の具体的適用計画基準の具体的適用

　　 １．小型道路と普通道路との交差１．小型道路と普通道路との交差

　　　　　小型道路と普通道路との交差は全て立体交差と　　　　　小型道路と普通道路との交差は全て立体交差と
するする

　　２．小型道路相互の交差　　２．小型道路相互の交差

　　　　　　(1)(1)４車線以上の小型道路相互の交差は全て立体交４車線以上の小型道路相互の交差は全て立体交

差とする差とする

　　　　　　(2)(2)４車線以上の小型道路相互を除く交差について４車線以上の小型道路相互を除く交差について
は、平面交差とする事ができる。は、平面交差とする事ができる。
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　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－２　立体交差の計画基準　　５－２　立体交差の計画基準

■普通道路と小型道路との分合流部■普通道路と小型道路との分合流部

普通道路と小型道路との分合流部には，通過する普通道路と小型道路との分合流部には，通過する

車両が走行可能な車線へ安全かつ円滑に移行できる車両が走行可能な車線へ安全かつ円滑に移行できる

よう，通行可能な車両を確認する施設，および案内標よう，通行可能な車両を確認する施設，および案内標

識を設けるものとする。識を設けるものとする。

　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－２　立体交差の計画基準　　５－２　立体交差の計画基準

普通道路と小型道路の分流部での区間構成普通道路と小型道路の分流部での区間構成普通道路と小型道路の分流部での区間構成普通道路と小型道路の分流部での区間構成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小型道路の構造タイプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小型道路の構造タイプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小型道路の構造タイプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小型道路の構造タイプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オーバーパスのイメージ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オーバーパスのイメージ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オーバーパスのイメージ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オーバーパスのイメージ）

ノーズ位置

移行区間１ 移行区間２

小型道路

　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－２　立体交差の計画基準　　５－２　立体交差の計画基準

移行区間１の最小区間長移行区間１の最小区間長移行区間１の最小区間長移行区間１の最小区間長
移行区間移行区間移行区間移行区間1111のののの    
最小区間長最小区間長最小区間長最小区間長(m)(m)(m)(m)    

（参考）普通道路へ移行する（参考）普通道路へ移行する（参考）普通道路へ移行する（参考）普通道路へ移行する
ために必要な距離ために必要な距離ために必要な距離ために必要な距離（（（（llllxxxx））））(m)(m)(m)(m)    設計速度設計速度設計速度設計速度    

(km/h)(km/h)(km/h)(km/h)    
車線幅員車線幅員車線幅員車線幅員  
(m)(m)(m)(m)    

１回車線変更１回車線変更１回車線変更１回車線変更    ２回車線変更２回車線変更２回車線変更２回車線変更    １回車線変更１回車線変更１回車線変更１回車線変更    ２回車線変更２回車線変更２回車線変更２回車線変更    

（参考）（参考）（参考）（参考）    
制動停止制動停止制動停止制動停止    
視視視視        距距距距    
（（（（llllyyyy））））(m)(m)(m)(m)    

80808080    3.53.53.53.5    110110110110    126126126126    80808080    126126126126    110110110110    

60606060    
3.253.253.253.25    

3.03.03.03.0    

75757575    

75757575    

90909090    

85858585    

57575757    

55555555    

90909090    

85858585    
75757575    

50505050    
3.03.03.03.0    

2.752.752.752.75    

55555555    

55555555    

70707070    

66666666    

45454545    

43434343    

70707070    

66666666    
55555555    

40404040    
3.03.03.03.0    

2222.75.75.75.75    

40404040    

40404040    

56565656    

53535353    

36363636    

35353535    

56565656    

53535353    
40404040    

30303030    2.752.752.752.75    30303030    40404040    26262626    40404040    30303030    

　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準

◇インタｰチェンジ形式の分類◇インタｰチェンジ形式の分類

◇インタｰチェンジ形式の選定（追加）◇インタｰチェンジ形式の選定（追加）

◇スマｰトインタｰチェンジの適用（追加）◇スマｰトインタｰチェンジの適用（追加）

◇分合流部の車線数バランス（追加）◇分合流部の車線数バランス（追加）

■　■　インタｰチェンジの形式とその選定インタｰチェンジの形式とその選定

　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準

■インターチェンジ形式の分類■インターチェンジ形式の分類

　　不完全立体交差型：　　不完全立体交差型：平面交差する動線を１箇所以上平面交差する動線を１箇所以上

　　　　　　　　　　　　　　　含む形式　　　　　　　　　　　　　　　含む形式

不完全立体交差型の例不完全立体交差型の例不完全立体交差型の例不完全立体交差型の例

ダイヤモンド型ダイヤモンド型ダイヤモンド型ダイヤモンド型 集約ダイヤモンド型集約ダイヤモンド型集約ダイヤモンド型集約ダイヤモンド型

　　　　　　　　　　平面　　　　　　　　　　平面　　　　　　　　　　平面　　　　　　　　　　平面YYYY型型型型

　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準

完全立体交差型：完全立体交差型：インタｰチェンジの基本形インタｰチェンジの基本形

完全立体交差型の例完全立体交差型の例完全立体交差型の例完全立体交差型の例

トランペット型トランペット型トランペット型トランペット型 YYYY型型型型（直結（直結（直結（直結YYYY型）型）型）型）

クローバー型クローバー型クローバー型クローバー型対向ループ型対向ループ型対向ループ型対向ループ型

■インターチェンジ形式の分類■インターチェンジ形式の分類
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　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準

織り込み型：織り込み型：平面交差は含まないが連結路をすべて平面交差は含まないが連結路をすべて

独立とはせず２つ以上の車道（通過車独立とはせず２つ以上の車道（通過車

道または連結路）を部分的に重用して道または連結路）を部分的に重用して

織り込みを伴った部分を持つ形式織り込みを伴った部分を持つ形式

織り込み型の例（ロータリー型）織り込み型の例（ロータリー型）織り込み型の例（ロータリー型）織り込み型の例（ロータリー型）

■インターチェンジ形式の分類■インターチェンジ形式の分類

　第５章　立体交差　　第５章　立体交差　
　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準

インターチェンジ形式選定の要素

交 差 道 路交 差 道 路交 差 道 路交 差 道 路

料 金 所料 金 所料 金 所料 金 所

ランプ交通量ランプ交通量ランプ交通量ランプ交通量

安 全 性安 全 性安 全 性安 全 性

工 事 費工 事 費工 事 費工 事 費

用 地 費用 地 費用 地 費用 地 費

維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費

交通運用面交通運用面交通運用面交通運用面

経 済 面経 済 面経 済 面経 済 面

形式評価形式評価形式評価形式評価
の 要 素の 要 素の 要 素の 要 素

■インターチェンジ形式の選定■インターチェンジ形式の選定

　第５章　立体交差　第５章　立体交差
　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準

完全立体交差型に比べ完全立体交差型に比べ
ると、一般に若干安いると、一般に若干安い

一般にもっとも高い一般にもっとも高い一般にもっとも安い一般にもっとも安い
経済面経済面

代表的代表的

な形式な形式

高速道路と一般道の高速道路と一般道のICIC
に適合可能に適合可能

隘路あり（織り込み部）隘路あり（織り込み部）

織り込み部における安織り込み部における安
全性への配慮が必要全性への配慮が必要

高速道路相互の高速道路相互のJCTJCTや、や、
高速道路と一般道の高速道路と一般道のICIC

に適するに適する

多交通量に適する多交通量に適する

安全性が高い安全性が高い

高速道路と一般道の高速道路と一般道のICIC、、
一般道路相互の一般道路相互のICICに適に適

するする

隘路あり（平面交差部）隘路あり（平面交差部）

停止が必要となり、安停止が必要となり、安
全性への配慮が必要全性への配慮が必要

交 通交 通
運用面運用面

織り込み型織り込み型完全立体交差型完全立体交差型不完全立体交差型不完全立体交差型

平面Ｙ型平面Ｙ型 トランペット型トランペット型 ロータリー型ロータリー型

　第５章　立体交差　第５章　立体交差
　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準

スマートインターチェンジの形式例スマートインターチェンジの形式例スマートインターチェンジの形式例スマートインターチェンジの形式例

（集約ダイヤモンド型）

スマートインタｰチェンジは、スマートインタｰチェンジは、ＥＴＣを活用ＥＴＣを活用したインタｰしたインタｰ

チェンジで、チェンジで、コンパクトな構造での設置が可能コンパクトな構造での設置が可能となるとなる

■スマートインターチェンジの適用■スマートインターチェンジの適用

　第５章　立体交差　第５章　立体交差
　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準　　５－４　インターチェンジの計画および設計基準

分合流部の前後分合流部の前後においては，安全かつ円滑な分合においては，安全かつ円滑な分合

流を誘導できるように，流を誘導できるように，適切な車線数を確保適切な車線数を確保した道路した道路

構造とする構造とする

車線数のバランス車線数のバランス車線数のバランス車線数のバランス

ＮＣ≧ＮＥ＋ＮＦ－１

■分合流部の車線数バランス■分合流部の車線数バランス

ⅢⅢ　道路の構造　道路の構造

第７章　自転車専用道路等，歩行者専用道路第７章　自転車専用道路等，歩行者専用道路
および歩車共存道路等　　　　および歩車共存道路等　　　　
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　　第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および
　　　　　　　　　歩車共存道路等　　　歩車共存道路等
　　　　７－１　自転車専用道路等７－１　自転車専用道路等
　　　　７－２　歩行者専用道路　　　　　７－２　歩行者専用道路　　　　　

歩行者の滞留歩行者の滞留、、バリアフリーバリアフリーなどを考慮などを考慮

■幅員■幅員

自転車歩行者専用道路の幅員自転車歩行者専用道路の幅員自転車歩行者専用道路の幅員自転車歩行者専用道路の幅員

（単位：ｍ）

1.0

４．０以上

1.01.0
0.5
以上

側
方
余
裕
幅

0.5
以上

側
方
余
裕
幅

　　第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および
　　　　　　　　　歩車共存道路等　　　歩車共存道路等
　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　

■概説■概説

快適な生活環境の創造快適な生活環境の創造
・・通過交通の排除通過交通の排除
・・自動車の速度抑制自動車の速度抑制
・・交通事故の防止交通事故の防止

歩車共存道路等の例歩車共存道路等の例歩車共存道路等の例歩車共存道路等の例

◇目的◇目的

・・歩行者歩行者に対するサービスをに対するサービスを優先優先し、し、自動車自動車に対すに対す
るサービスをるサービスを限定限定するする

・自動車の通行が少ない道路で、歩行者の安全確保・自動車の通行が少ない道路で、歩行者の安全確保
のためにのために歩道等歩道等を設置するのは、を設置するのは、経済的、合理的経済的、合理的
でないでない道路に対応できる道路に対応できる

・・たまり空間たまり空間を確保することにより、立ち話等のよを確保することにより、立ち話等のよ
うな住宅地、商店街に存する道路が持つべき機能うな住宅地、商店街に存する道路が持つべき機能
を持たせることができるを持たせることができる

■概説■概説
◇特徴◇特徴

　　第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および
　　　　　　　　　歩車共存道路等　　　歩車共存道路等
　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　

◇歩車共存道路◇歩車共存道路

・・歩行者、自転車、自動車の通行空間が物理的に分歩行者、自転車、自動車の通行空間が物理的に分
離されていない離されていない
・ハンプ、狭窄部、シケインの構造が設けられる・ハンプ、狭窄部、シケインの構造が設けられる

　　　　　　　　　　　　　　　平面図　　　　　　　　　　　　　　　平面図　　　　　　　　　　　　　　　平面図　　　　　　　　　　　　　　　平面図

■■種類　種類　

　　第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および
　　　　　　　　　歩車共存道路等　　　歩車共存道路等
　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　平面図　　　　　　　　　　　　　　　平面図　　　　　　　　　　　　　　　平面図　　　　　　　　　　　　　　　平面図

◇コミュニティ道路◇コミュニティ道路
・・歩行者の通行空間と、自転車、自動車の通行空間歩行者の通行空間と、自転車、自動車の通行空間
が物理的に分離されているが物理的に分離されている
・ハンプ、狭窄部、シケインの構造が設けられる・ハンプ、狭窄部、シケインの構造が設けられる

■■種類　種類　

　　第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および
　　　　　　　　　歩車共存道路等　　　歩車共存道路等
　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　

　　第４種第４級第４種第４級の道路又はの道路又は第３種第５級第３種第５級の道路には、の道路には、
必要がある必要がある場合に、場合に、凸部凸部、、狭窄部狭窄部又は又は屈曲部を設け屈曲部を設け
るる

■道路構造令規定の要旨■道路構造令規定の要旨
◇凸部、狭窄部等◇凸部、狭窄部等

　　第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および
　　　　　　　　　歩車共存道路等　　　歩車共存道路等
　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　
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　　狭窄部狭窄部を設ける場合に、車道幅員はを設ける場合に、車道幅員は３ｍとすること３ｍとすること
ができるができる

　歩車共存道路等に設けられる　歩車共存道路等に設けられる屈曲部屈曲部は、曲線形でなは、曲線形でな
くてもよいくてもよい

■道路構造令規定の要旨■道路構造令規定の要旨
◇狭窄部の車道幅員◇狭窄部の車道幅員

◇屈曲部の線形◇屈曲部の線形

　　第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および
　　　　　　　　　歩車共存道路等　　　歩車共存道路等
　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　

・凸部（ハンプ）・凸部（ハンプ）
・狭窄部・狭窄部
・屈曲部（シケイン）・屈曲部（シケイン）

◇デバイスの種類◇デバイスの種類

ハンプ

シケイン 狭窄部

■■構造　構造　

　　第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および第７章　自転車専用道路等、歩行者専用道路および
　　　　　　　　　歩車共存道路等　　　歩車共存道路等
　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　７－３　歩車共存道路等　　　　　　　　　　　　　

ⅢⅢ　道路の構造　道路の構造

第９章　道路の附属施設第９章　道路の附属施設

　第９章　道路の附属施設
　　９－４　自動車駐車場等

　・第３種,第４種の道路で,乗降のため本線の交通流を
　　乱すおそれのない場合
　　→本線の外側車線を使用したバス停留所の設置が可能　

　・標準的なバス停留所構造 （ﾊﾞｽﾍﾞｲ型,ﾃﾗｽ型,ｽﾄﾚｰﾄ型）
　　
　　　　

■バス停留所の構造

ﾃﾗｽ型

ﾊﾞｽﾍﾞｲ型

　第９章　道路の附属施設　第９章　道路の附属施設
　　９－４　自動車駐車場等　　９－４　自動車駐車場等

◇バス停留施設には，ﾍﾞﾝﾁおよび上屋の設置が望ましい◇バス停留施設には，ﾍﾞﾝﾁおよび上屋の設置が望ましい
　　→設置に必要な幅員を歩道等の有効幅員に加える→設置に必要な幅員を歩道等の有効幅員に加える

■バス停留施設に設ける附属施設■バス停留施設に設ける附属施設

　第９章　道路の附属施設　第９章　道路の附属施設
　　９－４　自動車駐車場等　　９－４　自動車駐車場等

◇高速自動車国道における調査結果◇高速自動車国道における調査結果

　　・設置間隔が・設置間隔が500500mm程度程度
　　　　→→500500mmよりも短い区間と比較しても路肩停止状況よりも短い区間と比較しても路肩停止状況
　　　　　　にほとんど相異なしにほとんど相異なし

　　・設置間隔が・設置間隔が500500mm以上以上

　　　　→路肩停止率が増加→路肩停止率が増加
　　　　　　維持管理面でも作業効率が低下維持管理面でも作業効率が低下

◇第１種の道路の非常駐車帯設置間隔◇第１種の道路の非常駐車帯設置間隔
　　→→500500mmを標準とするを標準とする

■非常駐車帯の配置■非常駐車帯の配置
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　第９章　道路の附属施設　第９章　道路の附属施設
　　９－４　自動車駐車場等　　９－４　自動車駐車場等

◇以下のような停止頻度が高い箇所に設置するとよい◇以下のような停止頻度が高い箇所に設置するとよい
　　

■非常駐車帯設置にあたっての配慮事項■非常駐車帯設置にあたっての配慮事項

停止頻度の高い箇所停止頻度の高い箇所
　　・橋梁およびトンネル直前直後の土工部・橋梁およびトンネル直前直後の土工部

　　・平面曲線半径・平面曲線半径1,0001,000mm未満の曲線未満の曲線区間区間

　　・縦断勾配４％を超える上り勾配・縦断勾配４％を超える上り勾配


